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１．緒言
　ビタミンDは脂溶性ビタミンの一つであり、その
主たる生理作用は血中のリンおよびカルシウムレベ
ルを適切に調節し、正常な骨の発達・維持に寄与す
ることである�１）。ビタミンDは抗くる病作用を有す
る栄養因子として発見されたが、骨形成のみなら
ず、免疫の調節など様々な生理作用を有することが
明らかになっている。哺乳動物において高い生理作
用を示すビタミンDはビタミンD2とビタミンD3とに
大別される。哺乳動物体内において、ビタミンD2

とビタミンD3は、ほぼ同等の生理作用を示すこと
が明らかとなっている。本論文では、ビタミンD3

について論じる。
　食事または紫外線により皮膚で合成されたビタミ
ンD3は、肝臓においてCYP2R1あるいはCYP27A1
により25位が水酸化されて25-hydroxyvitamin D3

（25D3）に代謝される。25D3は最も主要な血中ビ
タミンD代謝体であり、血中ビタミンD濃度測定
の指標とされている�２）。さらに25D3は腎臓におい
てCYP27B1により1α位が水酸化され、活性型で
ある1α,25-dihydroxyvitamin D3（活性型ビタミン
D3）に代謝される。25D3および活性型ビタミンD3

はCYP24A1により24位あるいは23位の水酸化から
始まる多段階の代謝反応を受けることで不活化さ
れる�３）。活性型ビタミンD3は、核内受容体であるビ

タミンD受容体（VDR）と結合し、核内へと移行す
る。活性型ビタミンD3と結合したVDRは、レチノ
イドＸ受容体とヘテロダイマーを形成し、遺伝子
調節領域上のビタミンD応答配列に結合することで
様々な遺伝子の発現を調節し、多様な生理作用を示
す�４）。また、25D3とVDRとの作用�５）、VDRを介さ
ないビタミンDの作用�６）、膜結合型VDRとの作用�７）

なども報告があり、ビタミンDによる生理作用の調
節機構は非常に多様である。
　近年、疫学研究の進展により血中ビタミンD濃度
が様々な疾患（がん、自己免疫疾患、炎症性腸疾
患、生活習慣病、急性呼吸器感染症、神経変性疾患
など）の発症や悪性化リスク�８）-�20）あるいは高齢者
の転倒や骨折リスク�21），22）などと相関することが報
告されている。上記の報告は、体内のビタミンD環
境を是正することが、様々な疾患の予防や改善、健
康増進や健康寿命の延伸、生活の質の向上などに寄
与することを示唆している。
　その一方で、我々人類のビタミンD状態は、「ビ
タミンD欠乏パンデミック」と呼ばれるほど、ビタ
ミンD非充足・ビタミンD欠乏が世界中に広がり問
題視されている。世界中で10億人以上の人がビタミ
ンD不足状態であると推定されており、また、米国
と欧州の高齢男女の50％以上がビタミンD不足であ
ると報告されている�23）。日本においては、日本内分
泌学会・日本骨代謝学会の指針（ビタミンD不足・
欠乏の判定指針）によると、日本人の血中ビタミン
D濃度は、男性：72.5％、女性：88％が非充足状態
であるとされている。また、2019年４月から2020年
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３月の間に東京都内で健康診断を受診した約5500
人を調査した結果、その98％がビタミンD非充足で
あったとの報告もある�24）。若齢者（中高生）に着目
すると、男子の79.9％、女子の89.8％がビタミンD
非充足であった�25）。これらの報告を鑑みると、私た
ち日本人は少年期の頃より慢性的なビタミンD非充
足状態で成長、生活している可能性がある。しかし
ながら、長期的なビタミンD非充足状態が、健康や
成長にどのような影響を与えるかということについ
てはほとんど研究報告がない。長期的なビタミンD
非充足の影響を生体レベルで解析するためには、適
切な動物モデルが必要である。しかしながら、こ
れまでに報告されているビタミンD欠乏動物モデル

（VDR遺伝子破壊マウス、CYP27B1遺伝子破壊マウ
スなど）は、通常飼料飼育では離乳後４～６週程度
しか生存できず、表現型がシビアであり、長期的な
解析研究には適していない。また、ビタミンDは食
事から摂取されるだけでなく、紫外線を浴びること
による皮膚での合成もあり、体内のビタミンD環境
を科学的に評価することは難しいと考えられた。
　上記の問題を解決すべく、本研究ではまず初めに
食事誘導性ビタミンD欠乏モデルの作成を試みる。
ビタミンDは飼料の原材料に普遍的に混入している
ため、飼料からビタミンDを排除するためには合成
飼料を用いるしかない。標準的な飼料よりビタミン
Dを排除した特殊な合成飼料を用いてマウス飼育を
行う。この条件では、飼料からのビタミンD摂取は
皆無であると考えられる。また、紫外線が入ること
がない動物飼育室内環境では、皮膚でのビタミンD

合成もほぼないと考えられる。飼育マウスの血中ビ
タミンD代謝体の濃度を測定し、食餌誘導性ビタミ
ンD欠乏モデル作成の成否を判断する。
　食餌誘導性ビタミンD欠乏モデルが得られたら、
それを用い成長や健康に対する影響を表現型を指標
に評価していく。ビタミンDは生活習慣病や糖尿病、
インスリン抵抗性などとの関連�26）が示されているこ
とから、特に糖代謝の観点から評価を試み、ビタミ
ンD欠乏が成長や健康に与える影響を調査する。

２．材料と方法
２．１　飼料
　飼料は日本クレア社（東京、日本）に合成を依頼
した。米国国立栄養研究所（AIN）により定められ
た標準精製飼料：AIN-93Gを「コントロール飼料」
とし、それよりビタミンDを除去した飼料を「ビタ
ミンD欠乏飼料」とした（表１、表２）。

２．２　マウス
　マウスは日本クレア社（東京、日本）より購入
した。３週齢、雄のC57BL6/Jマウスを購入し、コ
ントロール飼料またはビタミンD欠乏飼料で飼育し
た。

２．３　飼育
　マウスは岡山学院大学栄養学実験実習棟の動物飼
育室で飼育した。飼育環境は室温23℃、明期12時
間、暗期12時間、飼料および水は自由摂食とした。
　全ての動物実験は岡山学院大学動物実験委員会に

表１　標準精製飼料（AIN-93G）の
基本配合組成

基本配合 ％

コーンスターチ 39.7486

ビタミンフリーカゼイン 20.0000

α-コーンスターチ 13.2000

ショ糖（上白糖） 10.0000

精製大豆油 7.0000

結晶セルロース 5.0000

AIN-93Gミネラル混合 3.5000

ビタミン混合 1.0000

L-シスチン 0.3000

重酒石酸コリン 0.2500

第3ブチルヒドロキノン 0.0014

100.0000

表２　コントロール飼料およびビタミンD欠乏飼料中の
「ビタミン混合」におけるビタミンの配合組成

コントロール飼料 ビタミンD欠乏飼料
ビタミン混合 ％ ％

ショ糖（上白糖） 97.3474 97.4474
ビタミンE（50％） 1.5000 1.5000
ニコチン酸 0.3000 0.3000
ビタミンB12（0.1％） 0.2500 0.2500
D-パントテン酸Ca 0.1600 0.1600
ビタミンA（32.5万IU/g） 0.1231 0.1231
ビタミンD3（10万IU/g） 0.1000 −
ビタミンB6 0.0700 0.0700
ビタミンB2（98％以上） 0.0600 0.0600
ビタミンB1 0.0600 0.0600
葉酸 0.0200 0.0200
ビタミンK1 0.0075 0.0075
D-ビオチン（100％） 0.0020 0.0020

100.0000 100.0000
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よる審査、岡山学院大学学長による承認を受けた
後、岡山学院大学動物実験規則を遵守し行われた。

２．４　表現型解析
　飼育マウスは体重、摂食量、空腹時血糖値を１週
間に１度測定した。測定は飼料摂餌開始１週間後か
ら20週間まで継続的に行った。

２．５　血糖値の測定
　空腹時血糖値の測定は、尾静脈血を用いて行われ
た。20時間絶食したマウスの尾部を剃刀（フェザー、
大阪、日本）で傷つけ、流出した静脈血を実験動物
用グルコース測定器（LAB Gluco）（リサーチアン
ドイノベーションジャパン株式会社、千葉、日本）
および専用センサーで測定した。

２．６　耐糖能試験
　飼料摂餌後16週間の時点で耐糖能試験を行った。
飼育マウスを20時間絶食し空腹時血糖値を測定し
た。その後、15％グルコース/PBSを体重10g当た
り0.1ml腹腔内投与（1.5mg/g体重）した。投与後、
30、60、90、120分後の血糖値を測定し記録した。

２．７　試料採取
　飼育後２週間、４週間、８週間、12週間、20週間
時点において、マウスを安楽殺し試料採取を行っ
た。各時点における試料採取数はコントロール飼料
飼育およびビタミンD欠乏飼料飼育、それぞれ３匹
ずつ、20週間の試料のみ、それぞれ４匹ずつとし、
以下、前者を「コントロール群」、後者を「ビタミ
ンD欠乏群」とした。

２．８　解析
　心臓、肝臓、腎臓（両側）、精巣周囲白色脂肪

（両側）をそれぞれ採取し、体重当たりの組織重量
（％）を測定した。
　大腸（盲腸から結腸まで）を採取し、長さを測定
した。
　腹腔内動脈より全身血液を採取し、血漿を調整
し、ビタミンD代謝体の濃度測定に供した。血液凝
固阻止剤はヘパリンNa（持田製薬株式会社、東京、
日本）を使用し、1,200×g、４℃、15min遠心して
上清を血漿として回収した。
　右大腿骨を採取し、70％エタノール固定の後、骨
密度および骨塩量の測定に供した。

２．９　血中カルシウム、血中リン濃度測定
　血中カルシウムおよび血中リン濃度測定は、オリ
エンタル酵母株式会社（東京、日本）に動物血液生
化学検査を依頼した。

２．10　ビタミンD代謝体の濃度測定
　血漿試料40µlに５倍量のアセトニトリル（富士
フィルム和光純薬株式会社、大阪、日本）を加え、
撹拌後、冷暗所に15分静置した。その後、1,500×
g、室温、15min遠心し、液層を回収、エバポレー
ターで乾固することで混在するタンパク質を除去し
た。次にクロロホルム/メタノール３：１液400µlに
溶解し、等量のMilliQ水を加えボルテックス撹拌後、
1,500×g、室温、15min遠心し、有機溶媒層を回収
することで脂溶性成分を抽出した。
　抽出した脂溶性成分は分析の感度を高めるため、
DMEQ-TAD（富士フィルム和光純薬株式会社、
大阪、日本）により誘導体化を行った。具体的に
は、抽出した脂溶性成分をエバポレーターで乾固
後、DMEQ-TAD酢酸エチル溶液（0.1mg/ml）30µl
に溶解した。30分間、遮光、室温静置後、再度、
DMEQ-TAD酢酸エチル溶液（0.1mg/ml）30µlを加
え、よく混合し、60分間、遮光、室温静置した。そ
の後、エタノール（富士フィルム和光純薬株式会
社、大阪、日本）200µlを添加し、ボルテックス撹
拌後、室温、10分静置した。エバポレーターで乾固
後、アセトニトリル40µlに溶解し、20,000×g、室
温、10min遠心し、上清をLC/MS/MS分析に供した。
　ビタミンD代謝体の濃度測定は富山県立大学工学
部医薬品工学科において行われた。

２．11　骨密度および骨塩量の測定
　骨密度および骨塩量の測定は、既報�27）に記載され
た方法に従い行われた。
　骨密度および骨塩量の測定は富山県立大学工学部
生物工学科において行われた。

２．12　統計解析
　データは平均値±標準誤差で示した。コントロー
ル群とビタミンD欠乏群との統計解析は、Student
のｔ-検定で行った。P＜0.05を統計的に有意である
と判定した（*P＜0.05、**P＜0.01、***P＜0.001）。

3．結果
３．１　血中ビタミンD代謝体濃度測定
　コントロール群およびビタミンD欠乏群における
ビタミンD代謝体の血中濃度を測定した。本研究で
は、25D3およびCYP24A1による不活化代謝の初期
生成物である24,25-dihydroxyvitamin D3（24,25D3）
の血中濃度測定を行った。
　ビタミンD欠乏飼料飼育２週間後には25D3および
24,25D3の血中濃度はいずれも0.5ng/ml以下にまで
有意に減少し（図１）、研究期間（～20週間）を通
して、その濃度は維持された。この結果により、食
餌誘導性ビタミンD欠乏モデルの作成に成功したと
判断し、後の実験に本モデルマウスを供した。
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３．２　表現型解析
３．２．１　体重推移
　コントロール群およびビタミンD欠乏群の体重の
推移を図２に示す。ビタミンD欠乏群の体重は、飼
育開始後７週目よりコントロール群と比して有意に
低かった。

３．２．２　摂食量
　コントロール群およびビタミンD欠乏群の各週に
おける１日当たりの平均摂食量を図３（左）に示
す。また、研究期間を通しての１日当たりの平均摂
食量を図３（右）に示す。ビタミンD欠乏群の摂食
量はコントロール群に比し少なかった。

３．２．３　空腹時血糖値
　測定日におけるコントロール群およびビタミンD
欠乏群の空腹時血糖値を図４に示す。各群とも研究
期間を通して、概ね正常値（70-110mg/dl）であり、
各群の間で有意な差や大きな異常は認められなかっ
た。

３．３　耐糖能試験
　ビタミンD欠乏飼料飼育後16週間時点において、
耐糖能試験を行った（図５）。コントロール群およ
びビタミンD欠乏群の間で有意な差は認められな
かった。

３．４　組織比較
　ビタミンD欠乏飼料飼育後、２週間、４週間、８
週間、12週間、20週間の時点で心臓、肝臓、腎臓

（両側）、精巣周囲白色脂肪（両側）を採取し、体重
当たりの組織重量（％）をコントロール群と比較

（図６）し、ビタミンD欠乏による成長への影響お
よび腫瘍などの形態異常の有無を目視観察した。い
ずれの組織においても、体重当たり重量パーセント
に有意な差は認められず、また形態異常なども認め
られなかった。
　次に、ビタミンD欠乏飼料飼育後、２週間、４週
間、８週間、12週間、20週間の時点において大腸の
長さを比較した（図７）。ビタミンD欠乏飼料飼育
８週間後より、大腸の長さがコントロール群と比し
て有意に短くなっていることが見いだされた。

図１　血中ビタミンD代謝体の濃度
コントロール群およびビタミンD欠乏群について、経時的
にビタミンD代謝体：25D3、24,25D3の血中濃度を測定し
た。ビタミンD欠乏飼料摂餌２週間後には、有意にビタミ
ンD代謝体の血中濃度が低下した（ｎ＝３、20週間の試料
のみｎ＝４）。エラーバーは平均値±標準誤差。**Ｐ＜0.01、
***Ｐ＜0.001

骨密度および骨塩量の測定は、既報 27)に

記載された方法に従い行われた。 

骨密度および骨塩量の測定は富山県立大

学工学部生物工学科において行われた。 

 

2. 12 統計解析 

データは平均値±標準誤差で示した。コン

トロール群とビタミン D 欠乏群との統計解析

は、Student の t-検定で行った。P < 0.05 を統

計的に有意であると判定した（*P＜0.05、**P

＜0.01、***P＜0.001）。 

 

 

3. 結果 

3. 1 血中ビタミン D 代謝体濃度測定 

コントロール群およびビタミン D 欠乏群にお

けるビタミン D 代謝体の血中濃度を測定し

た。本研究では、25D3 および CYP24A1 によ

る不活化代謝の初期生成物である 24,25-

dihydroxyvitamin D3（24,25D3）の血中濃度測

定を行った。 

ビタミン D 欠乏飼料飼育 2 週間後には

25D3 および 24,25D3 の血中濃度はいずれも

0.5ng/ml 以下にまで有意に減少し（図１）、研

究期間（～20 週間）を通して、その濃度は維

持された。この結果により、食餌誘導性ビタミ

ン D 欠乏モデルの作成に成功したと判断し、

後の実験に本モデルマウスを供した。 

 

3. 2 表現型解析 

3. 2. 1 体重推移 

コントロール群およびビタミン D 欠乏群の

体重の推移を図２に示す。ビタミン D 欠乏群

の体重は、飼育開始後 7 週目よりコントロー

ル群と比して有意に低かった。 

 

3. 2. 2 摂食量 

コントロール群およびビタミン D 欠乏群の

各週における 1 日当たりの平均摂食量を図３

（左）に示す。また、研究期間を通しての１日

当たりの平均摂食量を図３（右）に示す。ビタミ

図２　体重の推移
コントロール群およびビタミンD欠乏群について、経時的に
体重を測定した。ビタミンD欠乏群の体重増加は、ビタミン
D欠乏飼料摂餌後７週目より有意に抑制された（ｎ＝４）。
エラーバーは平均値±標準誤差。*Ｐ＜0.05

ン D 欠乏群の摂食量はコントロール群に比し

少なかった。 

 

3. 2. 3 空腹時血糖値 

測定日におけるコントロール群およびビタミ

ン D 欠乏群の空腹時血糖値を図４に示す。各

群とも研究期間を通して、概ね正常値（70-110 

mg/dl）であり、各群の間で有意な差や大きな

異常は認められなかった。 

 

3. 3 耐糖能試験 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後 16 週間時点に

おいて、耐糖能試験を行った（図５）。コントロ

ール群およびビタミン D 欠乏群の間で有意な

差は認められなかった。 

 

 

3. 4 組織比較 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、4 週

間、8 週間、12 週間、20 週間の時点で心臓、

肝臓、腎臓（両側）、精巣周囲白色脂肪（両

側）を採取し、体重当たりの組織重量（％）をコ

ントロール群と比較（図６）し、ビタミン D 欠乏

による成長への影響および腫瘍などの形態異

常の有無を目視観察した。いずれの組織にお

いても、体重当たり重量パーセントに有意な差

は認められず、また形態異常なども認められ

なかった。 

次に、ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、

4 週間、8 週間、12 週間、20 週間の時点にお

いて大腸の長さを比較した（図７）。ビタミン D

図３　１日当たり摂食量
コントロール群およびビタミンD欠乏群について、１日当た
り摂食量（g/mouse）を経時的に測定した（左）。また、研
究期間を通しての１日当たり摂食量（g/mouse）を測定し
た（右）（ｎ＝４）。
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３．５　血中カルシウムおよび血中リン濃度測定
　ビタミンD欠乏飼料飼育後、２週間、４週間、８
週間、12週間、20週間時点での血漿を用い、血中カ
ルシウムおよび血中リン濃度測定を行った（図８）。
血中カルシウム濃度、血中リン濃度のいずれにおい
ても、コントロール群およびビタミンD欠乏群の間
で有意な差は認められなかった。

３．６　骨密度および骨塩量の解析
　ビタミンD欠乏飼料飼育後、20週間時点での右大
腿骨を用い、骨密度および骨塩量の解析を行った

（図９）。骨密度および骨塩量のいずれにおいても、
コントロール群およびビタミンD欠乏群の間で有意
な差は認められなかった。

４．考察
４．１　食餌誘導性ビタミンD欠乏モデルの作成
　世界中で「ビタミンDパンデミック」と呼ばれる
ほど、ビタミンD非充足あるいはビタミンD欠乏の
人々が増加している。それにもかかわらず、慢性
的・長期的なビタミンD欠乏状況が、成長や健康に
どのように影響するのかを生体レベルで解析した研
究報告はほとんど存在しない。ビタミンD欠乏の影
響を生体レベルで解析するために不可欠である、適
切な動物モデルが存在しなかったことが一因であろ
うと考えられた。
　上記の問題を解決すべく、本研究では、まず初
めに食餌誘導性ビタミンD欠乏モデルの作成を試み
た。米国国立栄養研究所より発表されている、栄養
研究における国際標準飼料（AIN-93G）をベース

ン D 欠乏群の摂食量はコントロール群に比し

少なかった。 

 

3. 2. 3 空腹時血糖値 

測定日におけるコントロール群およびビタミ

ン D 欠乏群の空腹時血糖値を図４に示す。各

群とも研究期間を通して、概ね正常値（70-110 

mg/dl）であり、各群の間で有意な差や大きな

異常は認められなかった。 

 

3. 3 耐糖能試験 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後 16 週間時点に

おいて、耐糖能試験を行った（図５）。コントロ

ール群およびビタミン D 欠乏群の間で有意な

差は認められなかった。 

 

 

3. 4 組織比較 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、4 週

間、8 週間、12 週間、20 週間の時点で心臓、

肝臓、腎臓（両側）、精巣周囲白色脂肪（両

側）を採取し、体重当たりの組織重量（％）をコ

ントロール群と比較（図６）し、ビタミン D 欠乏

による成長への影響および腫瘍などの形態異

常の有無を目視観察した。いずれの組織にお

いても、体重当たり重量パーセントに有意な差

は認められず、また形態異常なども認められ

なかった。 

次に、ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、

4 週間、8 週間、12 週間、20 週間の時点にお

いて大腸の長さを比較した（図７）。ビタミン D

図５　耐結能試験
飼料摂餌後16週間時点で耐糖能試験を行った。コントロー
ル群およびビタミンD欠乏群間に有意な差は認められなかっ
た（ｎ＝４）。エラーバーは平均値±標準誤差。

図４　空腹時血糖値
コントロール群およびビタミンD欠乏群について、経時的に
空腹時血糖値を測定した。いずれの群においても、空腹時
血糖値は研究期間を通して、概ね正常値であった（ｎ＝４）。
エラーバーは平均値±標準誤差。

ン D 欠乏群の摂食量はコントロール群に比し

少なかった。 

 

3. 2. 3 空腹時血糖値 

測定日におけるコントロール群およびビタミ

ン D 欠乏群の空腹時血糖値を図４に示す。各

群とも研究期間を通して、概ね正常値（70-110 

mg/dl）であり、各群の間で有意な差や大きな

異常は認められなかった。 

 

3. 3 耐糖能試験 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後 16 週間時点に

おいて、耐糖能試験を行った（図５）。コントロ

ール群およびビタミン D 欠乏群の間で有意な

差は認められなかった。 

 

 

3. 4 組織比較 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、4 週

間、8 週間、12 週間、20 週間の時点で心臓、

肝臓、腎臓（両側）、精巣周囲白色脂肪（両

側）を採取し、体重当たりの組織重量（％）をコ

ントロール群と比較（図６）し、ビタミン D 欠乏

による成長への影響および腫瘍などの形態異

常の有無を目視観察した。いずれの組織にお

いても、体重当たり重量パーセントに有意な差

は認められず、また形態異常なども認められ

なかった。 

次に、ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、

4 週間、8 週間、12 週間、20 週間の時点にお

いて大腸の長さを比較した（図７）。ビタミン D

ン D 欠乏群の摂食量はコントロール群に比し

少なかった。 

 

3. 2. 3 空腹時血糖値 

測定日におけるコントロール群およびビタミ

ン D 欠乏群の空腹時血糖値を図４に示す。各

群とも研究期間を通して、概ね正常値（70-110 

mg/dl）であり、各群の間で有意な差や大きな

異常は認められなかった。 

 

3. 3 耐糖能試験 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後 16 週間時点に

おいて、耐糖能試験を行った（図５）。コントロ

ール群およびビタミン D 欠乏群の間で有意な

差は認められなかった。 

 

 

3. 4 組織比較 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、4 週

間、8 週間、12 週間、20 週間の時点で心臓、

肝臓、腎臓（両側）、精巣周囲白色脂肪（両

側）を採取し、体重当たりの組織重量（％）をコ

ントロール群と比較（図６）し、ビタミン D 欠乏

による成長への影響および腫瘍などの形態異

常の有無を目視観察した。いずれの組織にお

いても、体重当たり重量パーセントに有意な差

は認められず、また形態異常なども認められ

なかった。 

次に、ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、

4 週間、8 週間、12 週間、20 週間の時点にお

いて大腸の長さを比較した（図７）。ビタミン D

図６　体重当たり組織重量
コントロール群およびビタミンD欠乏群について、肝臓、
心臓、腎臓（両側）、精巣周囲白色脂肪（両側）を採取し、
体重当たり組織重量を経時的に測定した。コントロール
群およびビタミンD欠乏群間に有意な差は認められなかっ
た（ｎ＝３、20週間の試料のみｎ＝４）。エラーバーは平均
値±標準誤差。

図７　大腸の長さ
コントロール群およびビタミンD欠乏群について、大腸の長
さ（盲腸から結腸）を経時的に測定した。飼料摂餌８週間
後より、ビタミンD欠乏群の大腸の長さが有意に減少した

（ｎ＝３、20週間の試料のみｎ＝４）。エラーバーは平均値
±標準誤差。*Ｐ＜0.05

欠乏飼料飼育 8 週間後より、大腸の長さがコ

ントロール群と比して有意に短くなっているこ

とが見いだされた。 

 

3. 5 血中カルシウムおよび血中リン濃度測定 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、4 週

間、8 週間、12 週間、20 週間時点での血漿を

用い、血中カルシウムおよび血中リン濃度測

定を行った（図８）。血中カルシウム濃度、血

中リン濃度のいずれにおいても、コントロール

群およびビタミン D 欠乏群の間で有意な差は

認められなかった。 

 

3. 6 骨密度および骨塩量の解析 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、20 週間時点で

の右大腿骨を用い、骨密度および骨塩量の

解析を行った（図９）。骨密度および骨塩量の

いずれにおいても、コントロール群およびビタ

ミン D 欠乏群の間で有意な差は認められな

かった。 

 

4. 考察 

4. 1 食餌誘導性ビタミン D 欠乏モデルの作

成 

世界中で「ビタミン D パンデミック」と呼ばれ
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とし、それよりビタミンDを排除した「ビタミンD
欠乏飼料」を給餌し、血中ビタミンD代謝体濃度を
経時的に調査した（図１）。血中ビタミンD代謝体
濃度は、飼料給餌２週間後には0.5ng/ml以下にまで
有意に減少しており、研究期間（～20週間）を通し
て、その濃度は維持された。また、目視観察のレベ
ルではあるが、背骨の湾曲、異常行動、異常な脱毛
などのような大きな問題も認められなかった。以上
の成果をもって、本研究の第１の目的：「食餌誘導
性ビタミンD欠乏モデル」の作成は成功したと判断
した。
　ビタミンDの主たる生理作用は、体内のカルシウ
ムおよびリンの代謝調節�１）である。そこで、作成し
たビタミンD欠乏モデルの血中カルシウムおよび血
中リン濃度の測定を行った（図８）。血中カルシウ
ム濃度、血中リン濃度のいずれにおいても、コント
ロール群とビタミンD欠乏群の間で有意な差は認め
られなかった。骨は体内のカルシウム調節において
カルシウム貯蔵庫として機能しており、血中カルシ
ウムが低下した際は、骨吸収により骨から血中へと
カルシウムが動員され血中カルシウム濃度が維持さ
れる。カルシウム摂取が不十分であると、骨から血
中へカルシウムが大量に動員されるため、骨密度低

下をきたし、骨粗鬆症などにつながるとされる。ま
た、ビタミンDの欠乏症は、くる病や骨軟化症、骨
粗鬆症であることが知られている。本研究で作成
した食餌誘導性ビタミンD欠乏モデルは、骨密度お
よび骨塩量のいずれにおいても、コントロール群お
よびビタミンD欠乏群の間で有意な差は認められな
かった（図９）。
　既報によると、VDR遺伝子欠損マウスや活性
型ビタミンD欠乏マウスの維持飼育に高カルシウ
ム・高乳糖食が使用されている�28）。これは、VDR
や活性型ビタミンDの欠乏に起因する低カルシウ
ム血症を防ぐためとされている。また、西川等は、
CYP27B1-KOラットが、0.74％のカルシウムを含む
飼料では、10週齢まで生存できる個体が存在せず、
1.15％のカルシウムを含む飼料で飼育する必要があ
ることを示している�29）。これらの報告から考える
と、ビタミンD欠乏モデルにおいては、ビタミンD
欠乏に起因するカルシウム吸収低下による低カルシ
ウム血症が主要な問題であり、カルシウム摂取を増
すことで、その問題をレスキューできることが示唆
される。本研究でベースとして使用した飼料（AIN-
93G）には、およそ1.25％のカルシウムが含まれてい
る。本研究において作成した食餌誘導性ビタミンD

欠乏飼料飼育 8 週間後より、大腸の長さがコ

ントロール群と比して有意に短くなっているこ

とが見いだされた。 

 

3. 5 血中カルシウムおよび血中リン濃度測定 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、4 週

間、8 週間、12 週間、20 週間時点での血漿を

用い、血中カルシウムおよび血中リン濃度測

定を行った（図８）。血中カルシウム濃度、血

中リン濃度のいずれにおいても、コントロール

群およびビタミン D 欠乏群の間で有意な差は

認められなかった。 

 

3. 6 骨密度および骨塩量の解析 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、20 週間時点で

の右大腿骨を用い、骨密度および骨塩量の

解析を行った（図９）。骨密度および骨塩量の

いずれにおいても、コントロール群およびビタ

ミン D 欠乏群の間で有意な差は認められな

かった。 

 

4. 考察 

4. 1 食餌誘導性ビタミン D 欠乏モデルの作

成 

世界中で「ビタミン D パンデミック」と呼ばれ

図８　血中カルシウムおよびリン濃度
コントロール群およびビタミンD欠乏群について、血中カル
シウムおよび血中リン濃度を経時的に測定した。コントロー
ル群およびビタミンD欠乏群間に有意な差は認められなかっ
た（ｎ＝３、20週間の試料のみｎ＝４）。エラーバーは平均
値±標準誤差。

欠乏飼料飼育 8 週間後より、大腸の長さがコ

ントロール群と比して有意に短くなっているこ

とが見いだされた。 

 

3. 5 血中カルシウムおよび血中リン濃度測定 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、2 週間、4 週

間、8 週間、12 週間、20 週間時点での血漿を

用い、血中カルシウムおよび血中リン濃度測

定を行った（図８）。血中カルシウム濃度、血

中リン濃度のいずれにおいても、コントロール

群およびビタミン D 欠乏群の間で有意な差は

認められなかった。 

 

3. 6 骨密度および骨塩量の解析 

ビタミン D 欠乏飼料飼育後、20 週間時点で

の右大腿骨を用い、骨密度および骨塩量の

解析を行った（図９）。骨密度および骨塩量の

いずれにおいても、コントロール群およびビタ

ミン D 欠乏群の間で有意な差は認められな

かった。 

 

4. 考察 

4. 1 食餌誘導性ビタミン D 欠乏モデルの作

成 

世界中で「ビタミン D パンデミック」と呼ばれ

図９　骨密度および骨塩量
飼料給餌20週間時点の大腿骨について、骨密度および骨塩
量を測定した。コントロール群およびビタミンD欠乏群間に
有意な差は認められなかった（ｎ＝４）。エラーバーは平均
値±標準誤差。
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欠乏モデルが、コントロール群と比して、大きな差
異がなく、飼育が可能であった理由は飼料中に含ま
れるカルシウム量が影響したためと推測される。
　日本人の98％以上はビタミンD非充足（不足：
19.8％、欠乏：78.5％）状態とされる�24）。しかしな
がら、臨床的に意味のある低カルシウム血症は非常
に稀であり、低カルシウム血症の原因のほとんどは
副甲状腺機能低下症で、ビタミンD欠乏が原因であ
ることは少ないとされる�30）。また、我が国の骨粗鬆
症推計患者数は、1590万人（男性：410万人、女性：
1180万人）とされ�31）、総人口の約12.5％である。ビ
タミンD欠乏者の割合に対し、低カルシウム血症の
者や骨粗鬆症患者は非常に少ないと言える。食餌誘
導性ビタミンD欠乏モデルが摂取カルシウム量によ
りレスキューされていたことを踏まえると、我々日
本人は、慢性的にビタミンD非充足状態であるもの
の、摂取したカルシウムによりレスキューされ、健
康を維持していると言えるのではないだろうか。本
研究で作成された食餌誘導性ビタミンD欠乏モデル
は、現代日本人を非常に良くミミックしていると言
えるかもしれない。
　また、ビタミンDは様々な遺伝子の発現を調節す
ることで多様な生理作用を示す�４）。本研究で作成
された食餌誘導性ビタミンD欠乏モデルは、摂餌２
週間後から研究期間を通し、ビタミンD欠乏状態が
維持されていた（図１）。本モデルマウスとコント
ロールマウスのビタミンD応答性遺伝子の発現を比
較解析することで、ビタミンDの有する多様な機能
の一端を明らかにすることが期待できる。
　近年、血中ビタミンD濃度が自己免疫疾患やがん、
神経変性疾患など様々な疾患の発症や悪性化リス
クなどと相関することが明らかとされている�８）-�20）。
本研究により作成された食餌誘導性ビタミンD欠乏
モデルは、ビタミンDの生理機能解析といった栄養
学的研究のみならず、前述した様々な疾患の解析な
どに広く活用され、今後、数多くの新知見や研究成
果をもたらすものと期待される。

４．２　表現型解析
　ビタミンDは生活習慣病や糖尿病、インスリン抵
抗性などとの関連�26）が示されている。膵β細胞にお
けるVDRの変異は、正常な膵β細胞と比して、グ
ルコース負荷時のインスリン分泌が約60％低下し
た�32）。また、ビタミンDは膵β細胞におけるカルシ
ウムフラックスと細胞の脱分極調節に関与し、イン
スリン分泌を促す�33）と報告されている。これらの報
告から推測すると、ビタミンD欠乏は、インスリン
分泌を抑制し耐糖能異常や血糖値上昇を引き起こ
し、肥満を誘発するのではないかと予想された。
　予想に反し、本研究で作成された食餌誘導性ビタ
ミンD欠乏モデルは、耐糖能異常を示さず、コント

ロールと差は認められなかった（図５）。飼育期間
を通して、空腹時血糖値は概ね正常範囲内にあり

（図４）、ビタミンD欠乏群は、コントロール群と比
して有意に体重増加が抑制されていた（図２）。体
重増加の抑制に関しては、飼育期間を通しての１
日当たり平均摂食量が、ビタミンD欠乏群の方がコ
ントロール群より、およそ8.2％少なかった（図３）
ことが影響した可能性が考えられる。VDR遺伝子
破壊マウスあるいはCYP27B1遺伝子破壊マウスに
おいて、体重および腹腔内白色脂肪が減少するとの
報告がある�34）。本研究結果では、ビタミンD欠乏群
で有意な体重増加抑制が確認された。また、飼育20
週間時における精巣周囲白色脂肪はビタミンD欠乏
群において減少傾向（Ｐ＝0.064）が認められた（図
６）。先の報告�34）では、VDR遺伝子破壊マウスで有
意な摂食量増加が認められており、これは腹腔内白
色脂肪減少に起因するレプチン分泌低下に関連する
とされている。また、活性型ビタミンDが結合した
VDRが、レプチン遺伝子上流の転写因子結合部位
に直接結合し、レプチン遺伝子発現を制御している
との報告もある�35）。本研究では、ビタミンD欠乏群
で摂食量が少なかった。コントロール飼料とビタミ
ンD欠乏飼料との食餌の質の差が影響した可能性は
否めない。しかしながら、飼育期間を通しての１日
当たり平均摂食量を体重当たりに補正すると、コン
トロール群：87.67（g/kg体重）、ビタミンD欠乏群：
88.21（g/kg体重）となり、コントロール群とビタ
ミンD欠乏群間で差はほとんど認められない。ビタ
ミンD欠乏群で、精巣周囲白色脂肪の減少傾向は認
めたものの有意な差ではなかった。このため、ビタ
ミンD欠乏群の体重当たり摂食量が有意な増加には
至らなかったと考えられる。先の報告�34）が遺伝子破
壊というドラスティックな変化のモデルでの結果で
あり、本研究は食餌誘導性というマイルドな変化の
モデルであることを考慮すれば、本研究結果は先行
研究に矛盾しないと考えられる。
　その一方で、ビタミンD欠乏は肥満を誘発すると
いう先行研究も存在する。ゼブラフィッシュを通
常食、ビタミンD強化食、ビタミンD欠乏食でそれ
ぞれ４ヶ月飼育すると、ビタミンD欠乏群では、通
常食群、ビタミンD強化群と比べて、身体の大き
さ（頭から尾びれの先までの長さ）が約50％小さ
く、肝臓のトリグリセリドの値が有意に増加してい
た�36）。この結果は、ビタミンD欠乏が成長に対して、
発育不全と肥満を引き起こす可能性を示唆してい
る。
　興味深いことに、本研究で作成した食餌誘導性ビ
タミンD欠乏モデルでは、飼育８週間後より大腸長
の有意な短縮が確認された（図７）。このような表
現型は、ヒト潰瘍性大腸炎との類似性が多く、簡便
に作成できるデキストラン硫酸ナトリウム誘導性大
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腸炎モデルなどで、大腸に炎症が生じている際に認
められる�37）。また、血中ビタミンD濃度低下は、炎
症性腸疾患の悪性度や外科的手術の必要性などと相
関する�15）。食餌誘導性ビタミンD欠乏モデルで大腸
に炎症が誘発されているか、炎症性サイトカイン発
現、マクロファージなど免疫関連細胞の動態などを
詳細に調べる必要がある。炎症性腸疾患は発症メカ
ニズムなど、未だ不明な難治性腸疾患であり、日本
には約29万人の患者がいるとされる�38）。本研究で作
成された食餌誘導性ビタミンD欠乏モデルは、炎症
性腸疾患の発症メカニズム解析などの一助となると
期待される。
　ビタミンDと腸の関係に着目すると、ビタミンD
の欠乏は小腸の微絨毛の長さを短縮させるという
報告がある�39）。また、非常に古い報告ではあるが、
ビタミンD欠乏ラットに活性型ビタミンDを投与す
ると、微絨毛の長さが20％増大したとの報告もあ
る�40）。本研究においては、小腸の解析は行っていな
いが、作成した食餌誘導性ビタミンD欠乏モデルの
小腸微絨毛がどのようになっているか、また、ビ
タミンDが小腸微絨毛の長さの調節に関与すること
に、どのような生理的意味があるのか、それは炎症
性腸疾患に関連しているのかなど興味は尽きない。

５．総括
　本研究では、ビタミンD欠乏が成長や健康に与え
る影響を生体レベルで解析することを目的に、食餌
誘導性ビタミンD欠乏モデルの開発と、それを用い
ての表現型解析を行った。作成された食餌誘導性ビ
タミンD欠乏モデルでは、研究期間を通してビタミ
ンD欠乏状態が維持されていたにもかかわらず、カ
ルシウム濃度は正常であった。飼料に含まれるカル
シウムによりレスキューされていたと考えられる。
これまでに報告があるビタミンD欠乏モデルは、関
連遺伝子の破壊や変異といったドラスティックな変
化のモデルであり、通常飼育では離乳後４～６週程
度しか生存しない。本研究で作成されたモデルは、
離乳時よりビタミンD欠乏飼料を給餌しても、少な
くとも20週間は、大きな異常は認められず生存し
た。また、食餌誘導性であるため、研究内容に合わ
せ、必要な時期からビタミンD欠乏としたり、また、
必要に応じてビタミンD欠乏から回復させたりする
ことが可能である。本研究で作成された食餌誘導性
ビタミンD欠乏モデルが広く活用されることで、栄
養学研究のみならず医学や薬学、健康科学などの研
究分野で数多くの新知見をもたらすものと期待され
る。
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The Effect of Vitamin D Deficiency on Growth

Okada Tadashi

Abstract
　Recent advances in epidemiological research have revealed that serum vitamin D levels 
are associated with the risk of onset and progression of various diseases, including cancer, 
autoimmune diseases, and acute respiratory infections. Meanwhile, according to guidelines 
from the Japan Endocrine Society and the Japanese Society for Bone and Mineral Research, 
72.5% of Japanese men and 88.0% of Japanese women have insufficient serum vitamin D levels. 
Furthermore, among junior and senior high school students, 79.9% of boys and 89.8% of girls 
have been reported to have insufficient serum vitamin D levels. However, little research has 
been conducted on the effects of vitamin D deficiency on health and growth.  In this study, we 
attempted to establish a diet-induced vitamin D deficiency model and used it to evaluate the 
effects of vitamin D deficiency on growth and health.

Key words
　Vitamin D deficiency, growth, glucose metabolism, animal model
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１．緒言
　日本は超高齢社会であり、高齢化率は28.6％を超
え、2070年には39.0％と推計されている�１）。現在、
平均寿命は男性が81.09歳、女性が87.13歳と延伸し
ている�２）。しかし、健康寿命は平均寿命に比べ男性
が約９年、女性が約13年短く、介護が必要となって
から生活する期間が長いことが課題とされている。
高齢者は、重篤な疾患がなくとも加齢に伴う筋肉量
減少症「サルコペニア」が起こり、転倒につながる
恐れがある。この転倒から骨折に繋がり、廃用症候
群となり要介護状態となることが問題視されてい
る�３）。また、地域在住高齢者は外出頻度が減ること
で身体的・精神的・社会的に虚弱「フレイル」にな
ることが考えられており、高齢者が自ら活動に参加
し、介護予防が推進される地域コミュニティを構築
することが重要であるといわれている�３）。
　高齢者を対象とした調査および研究は、既に多く
の学術論文が執筆されており、介入研究が実施され
ているが、その対象者は医療および介護施設を利
用している方が多くを占めている�４-�８）。在宅生活を

送る高齢者を対象とした研究もあるが、横断研究
が多くを占めており�９-�14）、介入研究の実施数は少な
く、栄養面への介入が必要であると考えられてい
る�15-�16）。
　食品摂取の多様性得点（以下、DVSと略す）は
高齢者の食事の質を評価する指標であり、特に動物
性・植物性の良質なたんぱく源の摂取機会を増やす
ことが期待される。先行研究では、DVS値が高い
者ほど４年後の握力と通常歩行速度低下のリスク軽
減が明らかになっており、SMI値の低下が抑制され
る傾向がみられた�17-�18）。介護予防の観点からDVS値
を高く保つ必要性は高い。
　本報告では、老人クラブに所属する地域在住高齢
者におけるDVS値と栄養評価指標の調査結果から、
先行研究と同様に「食品摂取の多様性が増すとたん
ぱく質摂取量が多くなるか」、「食品摂取の多様性が
増すと骨格筋量が増えるか」および「食品摂取の多
様性が増すと握力が高くなるか」を検証する。

２．方法
２．１　対象
　地域在住高齢者であるＯ県Ｋ市の老人クラブに所
属する65歳以上の高齢者134名（男性61名、女性73
名）を対象とし、食事調査アンケート、身体状況調
査の追跡調査を行った。老人クラブへ調査を依頼
し、アンケートが回収できたのは、110名（回答率
82.1％　男性52名、女性58名）であった。アンケー

報 告
地域在住高齢者における食品摂取の多様性得点と 
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トの記入漏れおよび身体状況調査の測定不可の方を
除外し、かつ全ての項目に回答が得られた73名（有
効回答率66.4％　男性37名、女性36名）を対象とし
た。この結果を１回目調査（以下、Pre）とした。
　６ヵ月後に73名に対し、同様の調査を実施した。
アンケートの記入漏れおよび身体状況調査の測定不
可の方を除外し、かつ全ての項目に回答が得られた
56名（有効回答率50.9％、男性28名、女性28名）を
対象とした。この結果を２回目調査（以下、6M）
とした。

２．２　調査方法
　対象者に対し、生活調査アンケート、食事調査ア
ンケートおよび身体状況調査を行った。調査時期は
Preを2019年５月から６月、6Mを2019年10月から11
月とした。調査会場は、地域在住高齢者の最寄りの
公民館にて実施した。

２．２．１　食事調査アンケート
　食事の質の評価は、DVSに関する項目と秤量法
による３日間の食事記録を実施した。
　DVSは、熊谷ら�19）のDVS値を用い、魚介類、肉

類、卵、牛乳、大豆・大豆製品、緑黄色野菜、海
藻、いも、果物および油脂類の10品目を、ほとんど
毎日食べると回答した食品目を１点、２日に１回食
べる、週に１、２回食べるおよびほとんど食べない
の食品目は０点とし、合計得点を算出した。食品摂
取の多様性は０から２点（低値群）、３点から５点

（中間群）、６点以上（高値群）の３群で評価した。
　秤量法による３日間の食事記録は、食事記録用紙
に対象者自らが３日間の食事内容を記録し、後日郵
送してもらい、管理栄養士が文部科学省日本食品標
準成分表2015年版（七訂）・追補2018年�20）を使用し、
栄養素等摂取量を算出した。
　なお、食事調査アンケートは自記式で行った。

２．２．２　身体状況調査
（１）身体計測および体組成計測
　身長は身長計（WB-510 TANITA製）を用い、
立位にて測定した。体組成計測は体成分分析装置
T-SCAN（Parama-Tech製）を用い、立位にて測
定した。身長と体重より体格指数Body Mass Index

（以下、BMIと略す）を算出した。また、四肢骨格
筋量と推定四肢骨格筋量指数Skeletal Muscle Mass 

図１　対象者とプロトコール
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Index（ 以 下、SMIと 略 す ） を 算 出 し た。 な お、
BMI値は体重を身長の２乗で除し、SMI値は四肢骨
格筋量を身長の２乗で除して算出した。

（２）握力測定
　握力は握力計（T.K. Ｋ 5401 竹井機器工業株式会
社製）を用い、立位になり、左右それぞれ２回測定
した。サルコペニアの診断法に準じ、左右の測定値
のうち、高い方を代表値とした�21）。

２．３　検討方法
　Preと6MにおけるDVSと生活状況調査結果、食
事調査結果および生活調査結果との相関を検討し
た。比較する項目は、フレイルの要因となるサルコ
ペニアに関連が深い栄養上充足が必要とされている
たんぱく質摂取量と男性女性ともに75歳以上が65
歳から74歳と比べて低値を示した握力とSMI値であ
る。

　Preと6Mにおいて、DVS値とたんぱく質摂取量、
DVS値と握力、DVS値とSMI値の相関分析を通し
て、「食品摂取の多様性が増すとたんぱく質摂取量
が多くなるか」、「食品摂取の多様性が増すと骨格
筋量が増えるか」および「食品摂取の多様性が増
すと握力が高くなるか」を検証した。この時、従
属変数をたんぱく質摂取量、握力およびSMI値と
し、独立変数をDVS値とした。分析は、IBM SPSS 
Statistics ver.23を使用し、相関係数の有意性を検
定した。具体的には、母相関係数をゼロとする帰無
仮説に基づき、検定統計量ならびにp値を求め、有
意水準５％で検定を行った。
　なお、本報告における対象者と調査時期、調査内
容および回答数を示すプロトコールは図１に示すと
おりである。

２．４　倫理的配慮
　本調査は岡山学院大学岡山短期大学「ヒトを対象
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図４　�Preの女性の食品摂取の多様性得点と�
たんぱく質摂取量の相関
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図図 4  Pre のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点ととたたんんぱぱくく質質摂摂取取量量のの相相関関 
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図５　�6Mの女性の食品摂取の多様性得点と�
たんぱく質摂取量の相関
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とする研究」に関する研究倫理審査委員会（承認番
号2019年２-３）の承認を得て行った。本調査の参
加者に研究の趣旨を文書および口頭による十分な説
明を行い、参加者の自由意思による同意を文書で得
た。

３．結果
３．１　対象者の食事摂取状況と身体状況
　対象者の食事摂取状況と身体状況は既報に詳述し
ており、概要のみを以下に示す�22）。
①�DVSが５点以下の者は、男性が81.1％、女性が

69.4％であった。
②�たんぱく質エネルギー比が15％未満の者は男性が

37.8％、女性が30.6％であった。
③�定期的な運動・スポーツをしている者の割合は、

男性の65歳から74歳の群が72.7％、75歳以上の群
が88.5％、女性の65歳から74歳の群が58.3％、75
歳以上の群が75.0％と高かった。

④�75歳以上の者は65歳から74歳の者と比べて、男性

はBMI値、四肢骨格筋量、SMI値、握力および舌
圧において低く、女性は四肢骨格筋量、握力およ
び舌圧が有意に低かった。

３．２　食品摂取の多様性得点とたんぱく質摂取量
　DVS値とたんぱく質摂取量の相関について男性
を図２、図３、女性を図４、図５にそれぞれ示し
た。それぞれの図に、サンプル数（ｎ）、相関係数、
回帰式、p値を示す。男性は、PreはDVS値とたん
ぱく質摂取量において、有意（p<0.05）な正の相
関が認められた。一方、女性は、Preと6Mともに
DVS値とたんぱく質摂取量において、有意（p<0.05）
な正の相関が認められた。

３．３　食品摂取の多様性得点と握力
　DVS値と握力の関係の男性を図６、図７、女性
を図８、図９にそれぞれ示した。男性女性ともに
Preと6MにおいてDVS値と握力において有意な相
関はなかった。
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図図 6  Pre のの男男性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと握握力力のの相相関関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 7  6M のの男男性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと握握力力のの相相関関 
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図６　�Preの男性の食品摂取の多様性得点と�
握力の相関
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図図 6  Pre のの男男性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと握握力力のの相相関関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 7  6M のの男男性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと握握力力のの相相関関 
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図７　�6Mの男性の食品摂取の多様性得点と�
握力の相関

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

握
力

食品摂取の多様性得点（点）

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

握
力

食品摂取の多様性得点（点）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 8  Pre のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと握握力力のの相相関関 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 9  6M のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと握握力力のの相相関関 
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図８　�Preの女性の食品摂取の多様性得点と�
握力の相関
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図図 8  Pre のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと握握力力のの相相関関 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 9  6M のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと握握力力のの相相関関 
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図９　�6Mの女性の食品摂取の多様性得点と�
握力の相関
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３．４　�食品摂取の多様性得点と推定四肢骨格筋量
指数

　DVS値とSMI値の関係の男性を図10、図11、女性
を図12、図13にそれぞれ示した。男性女性ともに
Preと6MにおいてDVS値とSMI値において有意な相
関はなかった。

４．考察
　本報告では、地域在住高齢者のPreと6MのDVS
値とたんぱく質摂取量、握力およびSMI値との関連
をそれぞれ検討した。なお、既報では、男性と女
性に分けた上で、65歳以上から74歳と75歳以上と
の２群間に分けて、各指標を検討した。その結果、
DVS値は、男性女性ともに65歳以上から74歳と75
歳以上の群に有意な差はなかった。本報告では、65
歳以上の高齢者を一括とし、男性と女性の２群に分
けて、検討した。

４．１　食品摂取の多様性得点とたんぱく質摂取量
　男性ではPre、女性ではPreと6Mにおいて食品摂
取量の多様性得点とたんぱく質摂取量においては有
意な正の相関がみられた。地域在住高齢者の食品群
の摂取状況と栄養素の摂取状況に関しては、いくつ
か先行研究で報告されている。
　湯川らの研究では、65歳から79歳までの高齢女性
89名を対象とする食品の摂取数と骨密度に関する横
断研究の中で、対象者を食品の摂取数に応じて３群
間で比較したところ、食品の摂取数の多い群の方
が、エネルギー量、たんぱく質および脂質の摂取量
が有意に高いと報告している�23）。吉崎らの研究では、
65歳から95歳までの地域在住高齢者218名の男性女
性に対する食事摂取の多様性得点に関する横断研究
では、DVS値が高い者ほど、エネルギー摂取量が
高く、エネルギー摂取量を調整した上で、たんぱく
質、脂質の摂取量が高い値であることを明らかにし
ている�24）。
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図図 10  Pre のの男男性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと推推定定四四肢肢骨骨格格筋筋量量指指数数のの相相関関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 11  6M のの男男性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと推推定定四四肢肢骨骨格格筋筋量量指指数数のの相相関関 
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図図 10  Pre のの男男性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと推推定定四四肢肢骨骨格格筋筋量量指指数数のの相相関関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 11  6M のの男男性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと推推定定四四肢肢骨骨格格筋筋量量指指数数のの相相関関 
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図10　�Preの男性の食品摂取の多様性得点と�
推定四肢骨格筋量指数の相関

図11　�6Mの男性の食品摂取の多様性得点と�
推定四肢骨格筋量指数の相関
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図図 12  Pre のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと推推定定四四肢肢骨骨格格筋筋量量指指数数のの相相関関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 13  6M のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと推推定定四四肢肢骨骨格格筋筋量量指指数数のの相相関関 
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図12　�Preの女性の食品摂取の多様性得点と�
推定四肢骨格筋量指数の相関
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図図 12  Pre のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと推推定定四四肢肢骨骨格格筋筋量量指指数数のの相相関関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 13  6M のの女女性性のの食食品品摂摂取取のの多多様様性性得得点点とと推推定定四四肢肢骨骨格格筋筋量量指指数数のの相相関関 
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図13　�6Mの女性の食品摂取の多様性得点と�
推定四肢骨格筋量指数の相関
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　本報告においても、先行研究と地域は違うものの
同様の知見が得られた。高齢者の低栄養を予防する
上で、たんぱく質の摂取量を増やすことは重要であ
る。たんぱく質の摂取量を増加させるには、DVS
値を増加させることが有効であると考えた。DVS
値を高めることが地域在住高齢者の低栄養予防に寄
与でき、たんぱく質摂取量とDVS値の得点に有意
な正相関が認められたことにより、DVS値は自ら
が得点を算出することが可能なためヘルスプロモー
ションの考えより自らの健康をコントロールし改善
することが可能であると考えた。

４．２　食品摂取の多様性得点と握力
　DVS値と握力は、男性女性ともに有意な相関が
みられなかった。身体計測のうち、握力は筋力を表
す代表的な指標であり、全身の筋肉量とも相関があ
ると報告されている。また、握力はサルコペニアの
診断基準となっており、高齢者の身体状況や要介護
となるリスクの評価を行う上で有用な指標である。
　谷本らは、地域在住高齢者65歳以上の1074名を対
象としてサルコペニアに関連する要因の研究から、
サルコペニアに該当する者のDVS値が低いという
ことを明らかにしている�25）。また、永井らは、地域
在住高齢者65歳から74歳935名を対象として多様性
得点を評価した研究から、DVS値が高い者ほど４
年後の握力と通常歩行速度低下のリスクが軽減され
ることを明らかにしている�26）。
　これらの研究結果から、今回の調査ではDVS値
と握力に有意差はみられなかったものの、予防的に
DVS値を維持・向上していくことが筋力を維持し
介護を予防するためには必要であると考える。ま
た、相関が得られなかった要因の一つとして、老人
クラブに所属する高齢者は、握力は筋量のみならず
使用頻度や神経筋機能の影響を受けやすい指標で
あることから、食事要因であるDVS値よりも運動・
活動要因の影響が相対的に大きかった可能性が示唆
される。

４．３　�食品摂取の多様性得点と推定四肢骨格筋量
指数

　DVS値とSMI値との比較では、男性女性ともに有
意な相関がみられなかった。SMI値は、サルコペニ
アの診断基準であることから高齢者の身体状況を評
価するためには重要な指標である。フレイルの発症
は筋力、筋量および運動機能の低下にあると考えら
れており、たんぱく質の窒素出納維持量の報告を
もとに報告されたたんぱく質維持必要量（0.85ｇ/
kg 標準体重/日）は、成人のたんぱく質維持必要量

（0.65ｇ/kg 標準体重/日）に比べて高くなっている。
　Yokoyamaらの研究では、地域在住高齢者65歳
以上の者を対象としてDVS値を評価した研究では、

DVS値が高い者ほど４年後の握力と通常歩行速度
低下のリスク軽減が明らかになっており、SMI値の
低下が抑制される傾向がみられた�17-�18）。
　これらの研究結果から、今回の調査ではDVS値
とSMI値に有意差はみられなかったものの、予防的
にDVS値を維持・向上していくことが骨格筋量を
維持し介護を予防するためには必要であると考え
る。また、相関が得られなかった要因の一つとし
て、老人クラブに所属する高齢者は定期的な身体活
動を行っており、運動習慣が骨格筋量の維持に寄与
していることで、食事要因であるDVS値との関連
が明確に示されなかった可能性が考えられる。

５．結論
　老人クラブに所属する高齢者の食品摂取の多様性
得点とたんぱく質摂取量、握力および推定四肢骨格
筋量指数は、
①�食品摂取の多様性得点とたんぱく質摂取量は男性

のPre、女性のPreおよび6Mにそれぞれ有意な正
の相関がみられた。

②�食品摂取の多様性得点と握力との間に相関はみら
れなかった。

③�食品摂取の多様性得点と推定四肢骨格筋量指数と
の間に相関はみられなかった。

　以上が明らかとなり、たんぱく質摂取量を把握す
る上で、DVS値の活用は高齢者自らの食生活改善
に有効であると考えた。

利益相反
　利益相反に相当する事項は、ありません。
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Association between Dietary Variety Score 
and Nutritional Assessment Indicators in 

Community‑Dwelling Older Adults

Hirano Satoshi, Okabe Maya, Miyake Chiharu

Abstract
　Objective: This study aimed to clarify the association between the Dietary Variety Score 

（DVS） and physical function among community-dwelling older adults, with a particular focus 
on whether greater diversity in food intake was associated with higher protein consumption 
and better physical function.

　Methods: Participants were residents aged 65 years or older who belonged to a senior 
club in city K, prefecture O. A baseline survey and a follow-up survey six months later were 
conducted. Dietary quality was assessed using the Dietary Variety Score （DVS） and 3-day 
weighed dietary records. Physical function was evaluated by measuring height, weight, and 
limb muscle mass to calculate the Skeletal Muscle Mass Index （SMI）, along with grip strength. 
Correlation analyses were performed to explore associations between DVS, protein intake, grip 
strength, and SMI, stratified by sex and survey timepoint.

　Results: Among men, a significant positive correlation between DVS and protein intake was 
observed at baseline. Among women, significant positive correlations were observed at both 
baseline and at six months. However, no significant association was observed between DVS and 
grip strength, or between DVS and SMI, for either sex at any timepoint.

　Conclusion: These findings suggest that a more diverse diet is associated with increased 
protein intake among community-dwelling older adults and may contribute to the prevention 
of sarcopenia and frailty. Since individuals can easily calculate DVS, it may serve as a practical 
tool for increasing awareness of dietary variety and promoting healthier eating behaviors 
among older adults.

Key words
　dietary variety score, protein intake, grip strength, skeletal muscle mass index, 
community‑dwelling older adults
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１．背景
　日本は米の自給率が99％と高い一方、国内消費量
はピーク時の約半分に減少しており、食料自給率の
向上を目的として米の消費拡大が必要である�１）。こ
うした状況から、政府は米・米粉消費拡大推進プロ
ジェクトを立ち上げ、米粉の利用拡大を国策として
後押ししている�２）。米粉はグルテンを含まないこと
から、小麦等の食物アレルギーへの配慮や健康志向
を背景に需要が急増している。政府は米粉の利用拡
大を目的に、加工適性の高い品種の開発や製粉技術
の高度化支援を行っている�３）。しかし、学校給食や
病院食など特定用途での導入は進んでいるが、小麦
粉と比べて焼成が難しいことやレシピ・情報の不足
により、一般家庭での米粉利用は小麦利用と比較し
依然低い状況にある�４-�５）。
　米粉普及に向けては失敗しにくいレシピの考案や
商品開発が求められており、米粉の新商品の開発が

期待されている�６）。
　一方、世界的にも、小麦アレルギーやグルテンに
対する自己免疫疾患であるセリアック病への対応、
消化管で吸収されにくい短鎖炭水化物群を控えた低
FODMAP食の普及など健康面の理由からグルテン
フリー市場は拡大しており、米粉を使ったパンや菓
子、麺類が海外市場で注目されている�７）。なお、小
麦の国内自給率は15％ほどで、価格や供給は海外市
場の影響を受けやすい。そのため、国内米粉市場の
成長は気候変動や国際情勢による小麦価格の変動リ
スクを緩和する効果も期待でき、食料の安定供給の
観点からも重要である。米粉の利用拡大は国内の水
田を活用することに繋がり、休耕地を減らし、農業
振興と環境保全に寄与する。消費者にとっては安
心・安全な国産原料を選択できるメリットがあり、
企業にとっては差別化された製品開発の機会とな
る。こうした多角的な価値を背景に、米粉製品の開
発は地域内に留まらず、国内外の需要を視野に入れ
た先駆的な試みといえる。また、米粉を活用した商
品開発は、国内市場だけでなく海外市場を視野に入
れた展開が可能であり、日本の米粉文化を世界に発
信する好機となる。
　以上の背景があり、岡山県産米粉の消費拡大と地
域資源の活用を目的に、米粉の新商品開発に取り組
んだ。そのプロジェクトの第一弾として、管理栄養
士養成課程の学生と協力し、消費者に身近な粉もの
料理であるたこ焼きを作るための「たこ焼き粉」を

報 告
岡山県産米粉を利用した「たこ焼き粉」の開発と評価

─ 官能評価・試験販売・教育的効果の実践報告 ─

平　野　　　聡・堀　口　の ぞ み・氏　峰　栞　里 
小　松　正　直・岡　田　只　士

抄　録
　本報告は、岡山県産米粉を用いた「たこ焼き粉」の開発を通じ、米粉利用拡大と地域資源活
用、さらに教育的効果を検証した実践報告である。岡山県産米粉を用いた「たこ焼き粉」の開発
は教員と学生が協力し、レシピ設計・試作・試験販売・官能評価・パッケージデザインまで一貫
して実施した。試験販売は令和６年度有城祭（大学祭）において実施し、来場者への調理実演や
商品の特性の説明を行いながら206個販売した。その際、「とろりとした軽い食感」や「油っこさ
が少ない」といった肯定的な評価が多数寄せられた。企業との共同開発を経て官能評価を実施
し、味、食感、焼き色・外観、調理性、価格、アレルギー対応、その他の７カテゴリーを多角的
に分析した。その結果、味、食感、焼き色・外観に関心が高いことが示された。また、学生は
PBL型学習を通じて商品開発・販売促進・地域連携に加え、広報やマーケティングの実践的スキ
ルを習得することができ、産学官連携による商品の開発における教育の有効性が示された。

キーワード
　米粉たこ焼き粉、岡山県産米、商品開発、グルテンフリー、学生実践教育
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開発した。
　本プロジェクトは、まず、①米粉を使ったたこ焼
きの基本レシピ（粉・水・卵・具材の比率）を確立
し、従来の小麦粉のたこ焼きと比較しながら食感・
味・外観の最適化を図り、試験販売する。次に、
②米粉のたこ焼きの官能評価を学生開発チームが行
い、製品化の課題と今後の展望を明らかにする。そ
して、③商品開発が学生に与えた教育的な効果を検
討する。

２．開発プロセス
２．１　開発プロセスの概要
　本プロジェクトは、2024年度から2025年度にかけ
て段階的に実施した。米粉の調査から試作、試験販
売、製品化検討、パッケージ設計までの主な工程と
月別スケジュールを図１に示す。
　初期段階では、米粉の利用状況や国の政策を調査
し、岡山県産米粉の特性や加工用途を学んだ。ま
た、米粉の製粉工場を見学し、見識を深めた。その
後、米粉の特性に応じた商品開発を検討し、複数
の菓子や調理品の試作を行った上で、「たこ焼き粉」

に焦点を絞った。2024年10月には大学祭で試験販売
を実施し、販売実績と消費者の声を基に製品化へ向
けた計画を立案した。2025年３月には「たこ焼き
粉」を完成させ、パッケージデザインの検討と地域
連携の方向性を整理した。
　初期のレシピ検討では、米粉の活用可能性を広く
探るために菓子や調理品を幅広く試作した。具体的
には、米粉を使用した「メロンパン」、「シフォン
ケーキ」、「台湾カステラ」、「クッキー」などのレシ
ピを作り、仕上がりや食感、調理の再現性、原材料
との相性を比較した。こうした試行錯誤により、米
粉の適度な保水性と焼成性が求められる商品が適し
ていることがわかり、最終的に具材とのなじみが良
く、汎用性の高い「たこ焼き粉」を選定する方針と
した。
　なお、試作したレシピは「岡山県産米粉の魅力発
信！プロが使う米粉レシピ集」に寄稿し、地域貢献
に繋がった�８）。

２．２　米粉のたこ焼きの試作・試験販売
　製粉業者から提供された岡山県産うるち米の米粉

 

 

1. 開発の背景の整理

2. 米粉の選定・加工方法の検討

3. 米粉商品の開発

4. 米粉商品のテスト販売

5.流通に向けての打ち合わせ

開発計画立案

6. 試作と検証の繰り返し

7. 商品化とパッケージ設計

まとめ.今後の展望と地域連携

2024年4月

米粉の使用状況の調査と国策としての状況を調査した。

2024年5月

米粉の特性を知り、米粉の使用用途とそれにあった

調理・加工方法を検討した。

2024年6月

米粉を使用し、商品の開発を行った。

その中から製品として流通に適するものを検討した。

2024年10月

米粉を使用したたこ焼きを大学祭で試験販売をした。

2024年12月

たこ焼き粉を製品化すべく、製粉業者と相談し、

製品の開発計画を立案した。

2025年1月

オリジナルのたこ焼き粉を使用し、たこ焼きの試作と

検証を行った。

2025年3月

オリジナルのたこ焼き粉を完成させ、パッケージデザイ
ンを検討した。

今後の展望と地域連携に向けて検討した。

図１　主な工程と月別スケジュール
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を対象に、粒子の細かさ、含水率、保存状態および
製粉方法（湿式/乾式）が焼成性に与える影響を比
較した。
　パン用、麺用、菓子用など異なる用途向けの米粉
を取り寄せ、同一の配合比率で生地を作製した上で
焼成後の食感や焼き色を比較した。
　一般的な「たこ焼き粉」と同様に、粉に対して約
3.5〜４倍量の水を加え、卵とだしを加えて生地を
作製した。具材にはタコ、青ねぎ、紅しょうがを使
用し、既存の小麦粉を使ったたこ焼きのレシピを基
準として米粉の配合比率のみを変更した。生地の粘
度、焼成時間、温度条件、具材量を変化させながら
複数回の試作を行い、外観・食感・味のバランスを
最適化した。小麦粉ベースのたこ焼きとの比較試作
も行い、焼き色や膨らみ方、裏返しのしやすさ、口
当たりなどを検証した。
　開発した米粉のたこ焼きは、2024年10月に有城祭

（大学祭）で試験販売した。管理栄養士養成課程の
学生と教員が調理・販売を担当し、販売は４個入り
と６個入りの２種類を用意し、販売した。

２．３　製品化に向けた開発と官能評価
　前節で開発した粉から作製したたこ焼きの試作品

（以下、既存品と呼ぶ）を基に、「たこ焼き粉」の製
品化を目指し、2024年12月～2025年３月に米粉製粉
業者（株式会社シーワン）と共同開発を行った。既
存品に対して、鰹節粉末や増粘剤の配合率を変更
するなどの工夫を行い、「たこ焼き粉」をさらに改
良した。既存品と改良した粉から作製したたこ焼
き（以下、改良品と呼ぶ）に対して、自由回答形式
で官能評価を実施した。官能評価の参加者は、開発
チームの学生のうち10名である。官能評価は2025年
１月に実施し、①米粉のたこ焼きの印象について、
②既存品と改良品の比較について、③改良品に対す
る課題について、をそれぞれ記述してもらった。な
お、回答は全て日本語で記録し、キーワードを抽出
してカテゴリー別に集計した。
　カテゴリー分析では、学生２名が独立して回答を
読み、キーワード抽出と分類を行った。分類は、抽
出語の意味的類似性を考慮し、味、食感、焼き色・
外観、調理性、価格、アレルギー対応、その他の７
カテゴリーを設定した。学生間に、分類基準に相違
がある場合は教員が加わりディスカッションを通じ
て修正を加えた。これは内容分析の信頼性を高める
ための三角測量の一種であり、主観的な判断を減ら
すことを意図している。キーワードが重複する場合
や複数カテゴリーに該当する場合は、一番関連が深
いカテゴリーに割り当てた。各回答に含まれる語句
をこれらのカテゴリーに割り当て、カテゴリー別の
件数を算出した。この手法により、自由記述の主観
的な内容を定量データとして扱い、傾向や関心点を

把握した。

３．開発結果
３．１　米粉のたこ焼きの試作・試験販売
　米粉のたこ焼きの試作には、岡山県産の米粉を用
いた。一般的な小麦粉を用いた「たこ焼き粉」とは
違い、グルテンによる網目構造が形成されないた
め、生地の水分が保たれない。そのため、水分や凝
固や増粘性を高めてくれる卵、片栗粉の配合量を少
しずつ変えながら試作を繰り返した。例えば、水の
配合量が米の3.5倍を超えると、水分過多のために
焼成がうまくいかずたこ焼きの中に空洞がみられ
る。こうした試行錯誤の後に試作品を完成させた。
　試験販売では、学生が出店企画の準備段階から運
営まで主体的に関わった。事前にポスターやSNSで
宣伝を行い、来場者に米粉のたこ焼きの特徴やグル
テンフリーの利点を説明した。販売ブースでは、た
こ焼き器を用いて焼き上げ、焼き色や火の通りを確
認しながら提供した。客層は学内の学生や教職員だ
けでなく一般の来場者も含まれており、子どもから
高齢者まで幅広い年代の声を収集できた。こうした
現場での販売経験は学生にとって貴重な経験であ
り、接客や衛生管理、商品PRの難しさを肌で感じ
る機会となった。なお、販売数量は206個であり、
学生が材料費や光熱費などの収支計算を行ったこと
で簡易な原価管理の学習にも繋がった。

３．２　米粉のたこ焼きの官能評価
３．２．１　米粉のたこ焼きの印象
　表１に、米粉のたこ焼きの印象に関する回答を示
す。多くの学生は米粉のたこ焼きを「とろっとした
感じでおいしい」、「既存品よりとろとろで食べやす
い」と評価し、従来のイメージするたこ焼きに比べ
て肯定的な意見が見られた。一方で「味は大きな違
いは感じられない」、「粉っぽくなく食べやすい」と
いったコメントもあり、味そのものは大差がないと
の意見もあった。

３．２．２　既存品と改良品の比較
　表２に、既存品と改良品の比較に関する回答を示
す。焼き色については既存品の方が濃く、改良品は
白く焼き色がつきにくいという意見が多かった。食
感では既存品が「もちもち」と表現される一方、改
良品は「とろっとしている」「ふくらむ」「丸く焼け
る」との評価が多く、調理性では改良品の方が裏返
しやすく初心者向きという評価が得られた。

３．２．３　改良品に対する課題
　表３に、改良品に対する課題に関する回答を示
す。課題として挙げられたのは、米粉の価格が高い
イメージや一般的なたこ焼きのような焼き色になり
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にくいこと、焼き固まりにくいことなどであった。
また、塩味や香辛料の適正量など味付けに関する意
見や、アレルギー対応食品としての認知を高める必
要性、価格を下げて広く手に取りやすくすることな
どが挙げられた。

３．２．４　自由記述回答の分析結果
　自由記述回答から抽出したキーワードを７つのカ
テゴリーに分類し、出現件数を集計した結果を表４
に示す。最も多かったのは、「おいしい」など味に
関して言及したコメントが11件、同数で「とろっと
した」、「もちもち」など米粉のたこ焼き特有の食感
に言及したコメントが11件と多かった。次いで、焼
き色・外観に関するコメントが８件と続き、白っぽ
く焼き色が付きにくい点に言及する回答が多かっ
た。調理性に関するコメントは７件で、裏返しやす

さや焼く難易度を評価する意見が多かった。価格に
関するコメントは２件であり、米粉の価格や商品価
格への言及が見られた。アレルギー対応に関するコ
メントも２件あった。その他の意見はヤマイモを入
れてみたいといった提案が１件あった。
　カテゴリー別に回答を詳細に見ると、味と食感で
は「とろっとした感じがありおいしい」、「既存品よ
りとろとろで食べやすい」、「粉っぽくなく食べやす
い」など、改良品のとろみや軽さを肯定的に捉える
回答が多かった。これは米粉が小麦粉と違い、グル
テン形成をしないことで生地が流動的に仕上がるこ
とに起因すると考えられる。焼き色・外観では「焼
き色がはっきり付かない」、「白い」、「色が濃い」と
いった評価が多く、焼き色が一般的なたこ焼きと異
なることが消費者の印象に残っていることがわかっ
た。調理性では「裏返しやすい」、「焼けるスピード

表１　米粉のたこ焼きの印象に関する回答

NO. 内容 カテゴリー分類

１
とろっとした感じがありおいし
い。

味、食感

２
既存品はもちっとしているので腹
もちがよくおいしい。改良品は、
とろとろで食べやすくおいしい。

味、食感

３

小麦と比べてもそんしょくないぐ
らいおいしいですし、ソースなど
にもしっかりあっていいと思いま
す。

味

４
既存品は、もちもち。改良品は、
生地はもちもちさくさく、かりっ
と焼ける。

食感

５ 改良品のとろっと感が好み。 食感

６

既存品は卵の味がつよい。もちも
ちしたカステラみたいな味。改良
品は、おいしい。ソースを少しか
けたらちょうどいい。

味、食感

７
既存品と改良品ともに普段食べて
いるものと変わらなかった。

味

８ 粉っぽくなく食べやすい。 食感

９

味は大きな違いは感じられなかっ
た。グルテンフリーとかアレル
ギーとかそこらへんの観点が違
い？

味、
アレルギー対応

10

米粉で作ると、小麦粉で作ったと
きよりうまくトロトロのたこやき
にできるのかな？と思った。（生
地の比較ができていないので感想
ですが）

食感

表２　既存品と改良品の比較に関する回答

NO. 内容 カテゴリー分類

１
既存品は焼き色がはっきりと付い
ていた。改良品は、既存品よりか
は焼色がついていなかった。

焼き色・外観

２

吸油率は小麦粉より米粉が高い。
焼成時間は小麦粉より米粉の方が
時間がかかる。改良品は、既存品
より卵が減るので風味が減る。焼
色がつきにくい。

焼き色・外観、
味

３
色が濃い既存品の方が生地って感
じ。色が薄い改良品の方が中がト
ロトロしていた。

焼き色・外観、
食感

４

既存品はふくらまない。もちっと
した食感。色がつく。改良品は、
とろっとした食感。ふくらむ。白
いまま。

食感・焼き色・
外観

５
既存品は、生地がもちもち。改良
品はトロトロ。

食感

６

既存品より改良品の方が、きれい
に丸く焼ける。焼けるスピードは
遅いので初心者の人でも楽しく焼
けると思う。ただし、しっかり焼
かないと中がなまにもなりやすい？

調理性、焼き色・
外観

７ 改良品の方がとろっとしている。 食感

８
改良品が焼きやすい。既存品の方
がしょっぱい。味がしっかりして
いる？

調理性、味

９
既存品はしっかり焼色がつく。改
良品は、白い。味がしっかりつい
ている。つくるのがかんたん。

焼き色・外観、
味、調理性

10
改良品は、生地がずっともちもち
で口に残っていた。既存品はかみ
きれた。

食感
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は遅いので初心者でも楽しく焼ける」、「きれいに丸
く焼ける」といった意見があり、米粉のたこ焼きが
初心者向けである一方、焼成時間が長いことや焼き
色がつきにくいことが課題として挙げられた。
　価格については「米粉は値段が高いイメージがあ
る」、「手に入りやすい値段にしてほしい」といった
コメントがあり、米粉自体の市場価格や商品の販売
価格が消費者の選択に影響することが示唆された。
アレルギー対応に関するコメントでは「アレルギー

持ちの人に知ってもらうことが重要」、「グルテンフ
リーやアレルギー対応といった観点が違い」と意見
があり、商品の付加価値としてアレルギー対応を強
調するプロモーションの重要性が示された。その他
の意見として、ヤマイモを混ぜるなどのアレンジ案
があり、今後の改良の可能性を示している。

３．２．５　製品化に向けた商品デザイン
　試作と検証を経てレシピが安定した段階で、パッ
ケージ商品としての実現に向けた取り組みを行っ
た。まず、名称や内容量、賞味期限などの基本情報
を整理し、裏面には誰でも簡単に作れるよう焼き方
の手順や必要材料を記載する構成とした。
　商品の仕様検討では、家庭でも使い切りやすい
500gの容量を基準とし、開封後の品質保持のため
にジップ付き袋を採用した。裏面には、「たこ焼き
粉」100gあたりの水・卵の具体的な使用量を記載
し、「たこ焼き粉」を使用したレシピのリーフレッ
トを添える工夫をした。表示内容は食品表示法に基
づき、原材料やアレルゲン表示を明示し、岡山県産
米使用であることをアイコンやロゴで強調した。消
費者が一目で商品の特徴を理解できるデザインを目
指し、フォントや色調、イラストの大きさを加味し
決定した。
　パッケージデザインは販売チャネルや利用シーン
を想定して２種類用意した。一つ目は企業と大学の
共同開発品として開発者が見えるデザインであり、
県産米の魅力や産学官連携をアピールする目的で用
意された。もう一つは研究室の監修ブランドとし
て、ポップで親しみやすいロゴとイラストを取り入
れ、大学祭やイベントでのPRに適したデザインと
した。

３．３　商品開発における学生の学習成果
　プロジェクトに参加した管理栄養士養成課程の学
生は、商品開発の各工程を通じて多くの学びを得
た。まず、文献調査および試作を通じて米粉の栄養
学的特徴や加工適性を理解し、原材料の選定や配
合設計の根拠を説明する場面が確認された。試作段
階では、生地の粘度調整、焼成条件の設定、具材の
バランス調整を主体的に行い、試験販売では衛生管
理、来場者への商品説明、販促活動に取り組んだ。
さらに、パッケージデザインの検討では、色彩・レ
イアウトの基本および食品表示の適正を踏まえた案
を作成し、企業担当者との協議を通じて改良を重ね
た。これらは、管理栄養士が食品開発や地域連携の
現場で求められる知識・技能・態度の涵養に資する
実践であったと考えられる。
　また、フードマネジメント学科３年生４名が日本
ビジネス実務学会第42回中国・四国ブロック研究会

「学生プレゼンテーション大会」に参加し、『地元企

表３　改良品に対する課題に関する回答

NO. 内容 カテゴリー分類

１
米粉は値段が高いイメージがある
から手に入りやすい値段であれば
いい。

価格

２
一般的なよくあるたこ焼きの色に
なりずらい。でもそれが良いとこ
ろでもある。固まりにくい。

焼き色・外観、
調理性

３
改良品はもう少し焼き色がついた
らたこ焼きっぽくなりそう。

焼き色・外観

４

味もぜんぜん普通のと変わらない
くらいおいしいので、アレルギー
もちの人にどれだけしってもらっ
て買ってもらう所ぐらいに思いま
す。味には課題がみつからないほ
どおいしかったです。

アレルギー対応、
味

５
味つけ？塩味や香辛料の適正量か
どうか。少しこしょう辛い。

味

６
既存品は、焼く時少し難しい。改
良品は特に分かりませんでした。

調理性

７
値段を少し下げて貧困の人でも買
いやすくする。（売上げがあがる
かわからないけど）

価格

８
既存品は、てっぱんにくっつきや
すく作りづらい。

調理性

９
改良品は、ヤマイモを混ぜて作っ
たらどうなる。

その他

10 焼きやすさ。 調理性

表４　自由記述回答に含まれるキーワードの
カテゴリー別件数

カテゴリー 出現件数
味 11

食感 11
焼き色・外観 ８

調理性 ７
価格 ２

アレルギー対応 ２
その他 １
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業と連携した「米粉のたこ焼き粉」共同開発の実践
報告』を発表して優秀賞を受賞したことは、学習成
果に関する外部的な評価として位置づけられる。

４．考察
４．１　「たこ焼き粉」の特徴と課題
　岡山県産米粉を用いた「たこ焼き粉」の開発に
より、従来の小麦粉のたこ焼きと同等以上の味と
食感を実現できることが確認された。試験販売で
は、「とろとろで軽い」といった米粉特有の食感が
好評であり、油っこさが少ないことが評価された。
一方で、焼き色が付きにくいことや価格の高さは消
費者の期待に影響を与える可能性がある。焼き色に
ついては、製品化に向けたさらなる調整が必要であ
る。先行研究では、米粉の加工原料としての特性と
して、小麦粉と比較し、グルテンによる構造形成性
を失うため、加工特性・品質維持が課題とされてい
る�９）。また、同報告では、改善手法として他の穀物
粉やたんぱく質を添加し補強する方法が多く示され
ている。本プロジェクトによる米粉の「たこ焼き
粉」の調整にも同様の検討を行い、改善を図ってい
る。
　価格面では、製粉業者との連携により製造コスト
を抑えたミックス粉の製造試験を進めており、量産
化によるコスト低減が課題である。
　改良品の調理性は高く、裏返しやすく初心者でも
失敗しにくいと評価された。これは改良品は既存品
と比較し、でんぷんを添加することで、形成しやす
くしたことに起因する。
　今回の試験販売と官能評価では、「たこ焼き粉」
を常温商品として販売する方向性に加え、将来的に
は冷凍米粉のたこ焼きとして展開する案も検討され
ている。また、岡山県産の農産物や特産品とのコラ
ボレーションを通じて地域ブランドとして育成する
ことが期待されている。日本では国策として、農林
水産業・食品産業に他分野のアイディア、技術等を
導入し、新たな商品化・事業化に結びつけていく、
オープンイノベーション、産学官連携の取り組みが
推進されている�10）。本プロジェクトは、地域産業・
行政・大学が連携することで、地域資源を活かした
持続可能な食品開発のモデルケースとなる可能性が
極めて高いことが示唆される。
　米粉の栄養学的特性を踏まえると、本商品は健康
志向やダイエットニーズに応える商品として訴求で
きる。米粉は小麦粉より必須アミノ酸の含有バラン
スが良いなどの利点がある。先行研究では、米粉は
小麦粉と比較し、油の吸収率が低いことが示されて
いる�11）。試験販売でも油っこさが少なく軽い食感が
好評だったことから、健康価値を強調するマーケ
ティングが有効であると考えられる。
　パッケージ設計に関する取り組みは、商品の魅力

を高める上で重要である。ジップ付きパウチの採用
は米粉の湿気に弱い特性を補完し、家庭での保存や
使い切りやすさに寄与した。２つのブランドデザイ
ンを用意したことにより、大学の共同開発品として
の信頼性を高めるパッケージと、イラスト入りの親
しみやすいパッケージの両方を展開できる。今後は
パッケージの視認性や情報表示の最適化、サステナ
ブルな素材の利用など、環境負荷とブランド価値を
両立させる検討も必要である。
　自由記述回答の分析では、味、食感に関するコメ
ントが多かった一方、価格やアレルギー対応に関す
るコメントは比較的少なかった。これは試験販売が
大学祭という限定的な場で行い、購入者が価格より
体験を重視していた可能性がある。今後、一般消費
者向けに販売する際は、価格設定やグルテンフリー
表示といった情報提供が購買行動に大きく影響する
ため、外部アンケートやデモ販売を通じて詳細な消
費者調査を実施する必要がある。
　教育的側面では、学生が米粉の商品化プロジェク
トに参画したことにより、材料選定から試作・販
売・パッケージデザイン・原価計算・消費者ヒアリ
ングまで一貫して体験する機会となった。このプロ
ジェクトは、PBL（Project-Based Learning：課題
解決型学習）として位置づけられ�12）、学生自らが課
題を発見し、チームで解決策を検討し、実社会での
実践を通して学びを深める教育手法である。従来の
知識伝達型授業とは異なり、主体的な学習者の育成
を目的としており、学生は教員や地域関係者からの
フィードバックを受けながら試行錯誤を重ね、実践
知と理論知を統合する力を培った。さらに、地域資
源を活用した商品開発という文脈は、持続可能な食
システムや地域活性化への貢献といった社会的視点
を伴っており、管理栄養士として必要な栄養学的専
門知識と社会連携能力の双方を伸ばす貴重な学習経
験となった。

４．２　商品化について
　本研究の限界は、学生主体による小規模なプロ
ジェクトである点にある。試験販売は大学祭という
特定の場で行い、サンプル数は206個と限られてい
るため、得られた評価が一般消費者全体を代表する
とは限らない。また、官能評価は自由記述形式であ
り、分析には主観が介在する可能性がある。今後は
より多様な年代や地域の消費者を対象としたアン
ケートや官能評価を実施し、定量的なデータを収集
する必要がある。また、現時点では味や食感など官
能的な指標が中心であり、栄養価の詳細や保存性、
微生物学的安全性といった客観的なデータを蓄積す
ることが求められる。パッケージデザインの評価に
ついても、消費者調査や市場テストを実施し、購買
意欲に与える効果を検証する必要がある。これらの
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課題を踏まえ、持続的な商品開発と研究の深化を
図っていきたい。
　さらに、米粉の消費実態やグルテンフリー食品の
受容性は地域や文化によって異なることが予想され
るため、国内外で横断的な比較研究を行い、ライフ
スタイルや食習慣の違いが製品評価に及ぼす影響を
明らかにすることが望まれる。デジタルマーケティ
ングやオンラインアンケートを活用することで、広
範なサンプルを収集し、多変量解析によって消費者
嗜好を科学的に解析する取り組みも必要である。こ
うした研究の深化は、米粉商品の普及戦略を緻密に
設計する上で欠かせない。
　パッケージデザインやブランド戦略の改良を通じ
て消費者に訴求する工夫を重ねることも重要であ
る。本プロジェクトで試みた２つのデザインはそれ
ぞれ異なるターゲット層に対応しており、今後の
販売データを踏まえて最適なデザインを洗練させる
必要がある。栄養学的なメリットを訴求するマーケ
ティングや環境負荷の少ない包装材の採用など、商
品価値を高める多角的なアプローチも模索したい。

４．３　社会的意義と今後の展望
　本プロジェクトの成果は米粉の「たこ焼き粉」に
留まらない。米粉の利点を活かした他の粉もの料
理（お好み焼きやパンケーキ等）の開発や、グルテ
ンフリースイーツとのラインナップ展開も検討でき
る。また、米粉以外の地域産品や機能性素材との組
み合わせによる新商品の創出、オンライン販売やサ
ブスクリプションモデルの導入など、新しいビジネ
スモデルへの発展も視野に入る。行政や研究機関と
連携して科学的なデータを蓄積し、栄養価や安全性
に関するエビデンスを示すことで、米粉製品への信
頼性をさらに高めることが求められる。こうした総
合的な取り組みを通じて、米粉商品の可能性を広
げ、地域から全国へ、さらには海外市場へと発信し
ていくことが次なる挑戦となる。
　米粉の「たこ焼き粉」の開発は、食品の新規性に
留まらず、食料安全保障や環境保全、地域経済活性
化、健康増進、実学教育といった幅広い社会的意義
を持つ。世界人口増加で穀物需要が急増する中、日
本では米の自給率は高く小麦の自給率が低い。米を
米粉や加工食品に転用することは、農業経営を支え
輸入依存を減らすために役立つ。
　将来的には他の米粉製品への応用や、国際的なグ
ルテンフリー市場への進出を見据え、品質改良や規
制対応、オンライン販売など販路拡大策を進めるこ
とが重要である。商品の販路拡大に向けた戦略的な
広報活動や、消費者の継続的なフィードバックを取
り入れる仕組み作りが挙げられる。地元の飲食店や
観光施設とのコラボレーションを進めることで、実
際の飲食シーンで米粉のたこ焼きが提供される機会

を増やし、リピート需要を掘り起こすことができ
る。
　本研究は、栄養学・商品開発・マーケティング・
教育の知見を横断した地域連携型の実践研究の一事
例である。今後は産学官連携を強化し、知見の他地
域・他商品への展開可能性を模索する。教材・ノウ
ハウは授業・地域講座へ還元し、継続的に運用して
研究と実践の高度化を図る。

５．結論
　本研究では、岡山県産米粉を用いた「たこ焼き
粉」の開発を行い、試作と官能評価の結果から以下
の結論を得た。
①�米粉・水・卵の比率を工夫することで、とろりと

した軽い食感が得られ、小麦粉のたこ焼きと比較
して遜色ない味を実現できた。

②�試験販売では多くの好意的な評価が得られ、米粉
のたこ焼きは油っこさが少なく幅広い消費者に受
け入れられる可能性が確認された。

③�学生の教育において商品開発は、管理栄養士養成
課程が重視する「食育における実践力」を育み、
産学官連携の現場で実践的なスキルと地域貢献意
識を養う貴重な実践機会となる。
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Development and Evaluation of a Takoyaki Batter Mix 
Using Okayama-Grown Rice Flour

─ A Practical Report on Sensory Evaluation, Pilot Sales,  
and Educational Outcomes ─

Hirano Satoshi, Horiguchi Nozomi, Ujimine Shiori, Komatsu Masanao, Okada Tadashi

Abstract
　This study reports on the development of a takoyaki batter mix made from Okayama-
grown rice flour to promote the utilization of rice flour, leverage local resources, and examine 
educational outcomes. Faculty and students collaborated throughout the process—recipe 
design, prototyping, pilot sales at the university festival with cooking demonstrations and on-
site product briefings, and package design-selling a total of 206 portions. Visitors frequently 
noted the product’s smooth, light texture and a less-oily mouthfeel. 
　Following joint development with a company, a sensory evaluation was conducted 
across seven categories: taste, texture, color/appearance, cooking properties, price, allergy 
considerations, and other factors. Respondents showed heightened interest in taste, texture, 
and color/appearance. Through project-based learning, students strengthened practical skills in 
product development, marketing, public relations, and regional collaboration, underscoring the 
educational value of industry–academia projects in food product development.

Key words
　takoyaki batter mix, Okayama-grown rice flour, food product development, gluten-free, 
educational outcomes
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　反復性膀胱炎患者に対して栄養食事指導を行うこ
とで、免疫力向上を図るとともに腸内細菌叢の改善
を目的とする一連の研究を遂行している１）-３）。
　まずは、臨床研究に向けての第一段階として食事
調査法の検討を行った１）。反復性膀胱炎患者はそれ
ぞれ多様な臨床背景をもつ。そのためオーダーメイ
ドな栄養食事指導をすることが望ましい。反復性膀
胱炎患者に対してプロバイオティクスとプレバイオ
ティクスを多く含む食品をバランスよく摂取するよ
う栄養食事指導を行うことで、免疫力向上を図ると
ともに腸内細菌叢を改善することを目的とした。第
一段階の研究成果として、以下の調査方法を提案し
た。
　疾病の予防と管理のために行う食事調査では、習
慣的な食事を把握する必要がある。食事歴法は、食
行動、調理や調味に関する質問を行うため、実際の
食習慣に近い状況を把握することができる。食事
歴法の手法を用いて開発されたBDHQ（Brief Diet 
History Questionnaire: 簡易型自記式食事歴法質問
票）は、国際的にも妥当性が評価されており、対象
者の調査への回答負担も少なく、今回の食事調査に
は最も適した調査法である。したがって、各患者の
受診時に毎回BDHQ質問票を用いて食生活のアセス
メントを行う。

　第二段階の研究は、第一段階の研究成果の展開
研究として、患者の食生活状況把握に用いる食事
調査の項目について検討を行った２）。具体的には、
BDHQだけでは聞き取る食品数が限られており、ま
たサプリメント等の項目がない等、腸内細菌叢に影
響する食品や栄養素を十分に把握することができな
いため追加のアセスメントを考えた。第二段階の研
究成果を以下に示す。
　腸内細菌叢改善に関係するプロバイオティクスク
ス、プレバイオティクスの観点から追加の項目を考
えた。プロバイオティクスについては、「ヨーグル
トの摂取」「漬物の発酵性を確認」など発酵食品の
摂取状況を追加で行う。プレバイオティクスについ
ては、食物繊維の中でも特に腸内細菌によって発酵
されやすい「発酵性食物繊維（β－グルカン、オリ
ゴフルクトース等）」に着目して追加調査を行う。
具体的には発酵性食物繊維を含有し、入手しやすい
食品（小麦ブラン、大麦、大豆等）の摂取状況を確
認する。また、日本食品標準成分表八訂を用い、低
分子量水溶性食物繊維量を別途栄養計算すること
で、食品からのオリゴ糖摂取量を求めることにし
た。腸内細菌叢改善を目的に摂取している医薬品、
医薬部外品、保健機能食品等についても追加のアセ
スメントを行う。
　第三段階の研究は、第一段階および第二段階の研
究成果の展開研究として、患者の食生活状況把握に
用いる追加の質問票（案）を作成した３）。
　調査項目は第二段階の研究成果で得られた中か
ら、入手しやすい食品を中心に、プロバイオティク
ス（５項目）、プレバイオティクス（18項目）とし、
摂取頻度を７段階からの選択回答法とする。低分子
量水溶性食物繊維量の計算を必要とする食品につい

研究ノート
腸内細菌叢改善のための栄養食事指導に用いる 

質問票の作成

内　田　雅　子・佐　藤　幸　枝・狩　山　玲　子・石　井　亜 矢 乃

抄　録
　反復性膀胱炎患者に対して栄養食事指導を行うことで、免疫力向上を図るとともに腸内細菌叢
の改善を目的とする一連の研究を遂行している。その中で、岡山大学倫理審査委員会に提出する
資料として、岡山学院大学の管理栄養士が腸内細菌叢改善のための栄養食事指導に用いる質問票
を作成した。この質問票は、腸活の実践を志す健常者の栄養食事指導にも有用なので、研究ノー
トとして公表する。

キーワード
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ては、１回あたりの摂取量を、「１個何g」等の目
安量で示し、それを参考に数値で記入する。また、
漬物については種類（発酵性）の選択、腸内細菌叢
改善に関係のある医薬品、医薬部外品、保健機能食
品等については、商品名等、摂取（服用）頻度、量
の記入を求める。
　第三段階の研究成果としての質問票を改訂し、紀
要の研究ノートにオリジナル版として公表する。こ
の質問票（オリジナル版）は、反復性膀胱炎患者に
対する臨床研究の岡山大学倫理審査委員会に提出す
る資料の一つである。また、この質問票（オリジナ
ル版）は、腸活の実践を志す健常者の栄養食事指導
にも有用である。
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令和４−７年度基盤研究（Ｃ）「腸内細菌叢の改善
による反復性膀胱炎の新たな予防法と治療法の開
発」において遂行した。
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大さじ 1 杯 

乾燥 12g 
茹で 21g 

腸内細菌叢改善のための栄養食事指導に用いる質問票（オリジナル版－1 ページ目） 

 

 

１ あなたはこの 1 か月のあいだに、以下の食べ物をどのくらいの頻度で食べていましたか？ 

もっとも当てはまる回答をひとつ選んで、✓を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ヨーグルト チーズ 甘酒 乳酸菌飲料 

□毎日 2 回以上 □毎日 2 回以上 □毎日2回以上 □毎日2回以上 

□毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 

□週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 

□週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 

□週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 

□週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 

□食べなかった □食べなかった □食べなかった □食べなかった 

豆腐 きなこ 大豆 小豆 じゃがいも 

□毎日2回以上 □毎日2回以上 □毎日2回以上 □毎日 2 回以上 □毎日 2 回以上 

□毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 

□週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 

□週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 

□週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 

□週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 

□食べなかった □食べなかった □食べなかった □食べなかった □食べなかった 

 1 回あたりの摂取量を記入してください。 

ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ 

 
 

   
目
安
量 

1 丁 350g 
6.5g 

大さじ 1 杯 大さじ 1 杯 

乾燥 10g 
茹で 13g 中 1 個 100g 
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1 粒 1g 

腸内細菌叢改善のための栄養食事指導に用いる質問票（オリジナル版－2 ページ目） 
 
 

落花生 しいたけ しめじ なめこ 

□毎日2回以上 □毎日2回以上 □毎日2回以上 □毎日 2 回以上 

□毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 

□週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 

□週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 

□週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 

□週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 

□食べなかった □食べなかった □食べなかった □食べなかった 

 1 回あたりの摂取量を記入してください。 

ｇ ｇ ｇ ｇ 

 

 

 

  

 

 
 

 
 
 
 
 
 

そば うどん スパゲッティ ラーメン インスタントラーメン 

□毎日 2 回以上 □毎日2回以上 □毎日2回以上 □毎日2回以上 □毎日 2 回以上 

□毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 

□週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 

□週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 

□週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 

□週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 

□食べなかった □食べなかった □食べなかった □食べなかった □食べなかった 

 1 回あたりの摂取量を記入してください。 

杯 杯 皿 杯 個 

1 パック 100g 

中 1 枚 20g 1 パック 100g 
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1/2 カップ 
65g 

6 枚切 1 枚 
60g 

腸内細菌叢改善のための栄養食事指導に用いる質問票（オリジナル版－3 ページ目） 
 
 
 

 

 
 

 

２ 漬物はどのような種類のものを食べますか。良く食べるものに〇をしてください。 

 （複数回答可） 

 

  浅漬け   ぬかづけ   辛子漬け    たくあん   奈良漬   キムチ    

 

  福神漬け  野沢菜漬け  べったら漬け  しば漬け   その他（        ） 

 

 

 

３ 腸内細菌叢改善に関係のある医薬品、医薬部外品、保健機能食品を摂取（服用）して 

いますか？ 摂取（服用）している場合は、その名称及び頻度と１回あたりの量を 

記入してください。 

 

 

食パン  

全粒粉や胚芽入の

パンを食べること

はありますか。 

 

いつも  

ときどき 

まれに  

いいえ  

シリアル* 押し麦 

□毎日2回以上 □毎日2回以上 □毎日2回以上 

□毎日 1 回 □毎日 1 回 □毎日 1 回 

□週 4～6 回 □週 4～6 回 □週 4～6 回 

□週２～３回 □週２～３回 □週２～３回 

□週 1 回 □週 1 回 □週 1 回 

□週 1 回未満 □週 1 回未満 □週 1 回未満 

□食べなかった □食べなかった □食べなかった 

1 回あたりの摂取量を記入してください。 

枚切を   枚 

 

ｇ 

ｇ 

 

商品名等 摂取（服用）頻度 1 回あたりの量 

   

   

   

   

＊シリアルとはグラノーラ、オールブラン、オートミールのことです。 
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Development of a Questionnaire for Nutritional and 
Dietary Counseling to Improve Gut Microbiota

Uchida Masako, Sato Yukie, Kariyama Reiko, Ishii Ayano

Abstract
　This study was conducted as part of a series of investigations aimed at improving immune 
function and gut microbiota through nutritional and dietary counseling for patients with 
recurrent cystitis. As part of this study, registered dietitians at Okayama Gakuin University 
developed a questionnaire for nutritional and dietary counseling to improve gut microbiota, 
which was prepared as part of the materials toward submission to the Ethics Committee of 
Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences 
and Okayama University Hospital. As this questionnaire is valid not only for patients with 
recurrent cystitis but also for healthy individuals seeking to improve gut health, it is presented 
here as a research note.

Key words
　recurrent cystitis, nutritional and dietary counseling, questionnaire, gut microbiota, gut health
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１．背景と目的
　筆者は１年生最初の授業で“教育についてどのよ
うに考えているか”と学生に尋ねる。その回のまと
めとして、自身の教員生活で出会った保護者や生徒
から学び積み上げた教育観に内在するポイントの一
部を学生に伝える。
　入学生の教育観をもとに筆者は同じ科目であって
も毎年授業の伝え方を検討する。例えば、学生は子
どもの観察ポイントをどこに定めようとするのか、
子どもの成長を促すためのタイミングを逃さないた
めに学生は保育者目線でどのような姿勢で対応しよ
うとするか、また、子どもに対する心の距離をどの
ようにとるかなどについて、学年ごとに授業の事例
を変更し学生の見解を確認する。その内容から彼ら
の強みを活かせる方法を模索し保育所実習に向けた
学生へのアプローチを考える。
　これは筆者独自の分析によるアプローチである
が、授業で学生が身につけたと判断できる内容をま
とめておき、実習先から学生対応のご相談をお受け
した際は、実習中のご指導が円滑に運ぶことを期待
して秘密保持を厳守しながら学生の強みに関する情
報をお伝えする。
　実習園と関わった2016年から現在の約10年間で園
から受けた内容には変化がみられる。幸いにも筆者
は園から多くのご相談・ご意見をいただけるため、
授業の指導内容に反映することができる。
　そのような状況でも懸念点は生じる。今回は、実
習先の職員募集を見据えた即戦力になる保育者育成
を視野に入れた実習生指導と養成校の何としても資

格取得させたいという双方に生じる多少のずれをさ
らに軽減するため、筆者が取り組んだ項目から園の
要望に添える授業内容を整理し、園との連携に必要
な条件について再検討することを目的とした。

２．園の要望
　保育所実習の実習生（学生）評価票に書かれた園
コメント、そして保育所実習日誌の担当者による指
導で表出頻度が高かった上位５項目は次のとおりで
ある。

（１）頻度の高いワード
　①保育者としての心構え（挨拶等）
　②積極性
　③発達過程
　④子どもの観察ポイント
　⑤子ども理解
　（１）で抽出した項目に関連する筆者の学生指導
は、①授業開始と終了に行い、②授業のグループ
ワークで意見交換を積極的に行えるようなアドバイ
ス、検討内容を輪番で発表する機会を設けるなどで
ある。③～⑤に関して入学時から筆者が授業で取り
組んでいる科目・実施回は表１のとおりである。

（２）養成校への要望（実習中の連絡）
　実習生に気になる点や助言を伝えても改善の様子
がみられない。
　①どのような指導をすればよいか。
　②指導の程度を下げてもよいか。
　③�園だけでなく養成校も学生指導をしていただけ

ないか。
　毎年、実習初日に実習事前指導で学習したプリン
ト等も持参し実習生が園に提出することにしてい
る。大学の指導内容にはご理解いただき園は毎日実
習生に指導してくださるが、実習中だからといって

報 告
保育所実習における指導内容
─ 養成校と実習園との連携について ─

大　賀　恵　子

要　約
　保育者養成校と実習先の連携を図るため、岡山県保育実習委員会による実習園との打ち合わせ
会を実施することにより双方の連携は深まっている。しかし近年、保育所での就職者獲得に意
欲的な職員の熱意と、保育者資格取得に向けた保育者養成校（以下：養成校）の取り組みとの間
に、わずかな隔たりが生じているようだ。そこで本報告は、養成校の実習指導のあり方を再検討
し実習先との連携における必要条件を模索することを目的とした。

キーワード
　資質向上、大学教育、社会人マナー、連携、幼児理解

〈連絡先〉大 賀 恵 子
　　　　 �岡山短期大学　幼児教育学科
　　　　 e-mail address：ohga@owc.ac.jp
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園にすべて任せることは責任転嫁である。①～③に
ついて必要であれば巡回以外に養成校担当者が訪問
したり電話連絡したりして連携を密にしている。

３．担当科目のシラバス内容（表１）
　前述２の課題を改善するため、シラバス内容を意
識しながら教授内容を検討している。

（１）発達過程を理解する
　１年生で担当する６科目（年間）のうち、園の要
望に関する内容を教授できる回は表１のとおり多数
である。子ども理解に発達過程の把握は不可欠だと
学生に毎回話す。そのため授業３回を終了するころ
から各科目に事例を導入する。その都度、定型発達
を確認するように指示し学生は対応法をプリントに
まとめる。インターネットで検索すれば簡単に対応
の仕方がわかり、どの学生も活字でまとめることに
心理的な抵抗はないようだが、事例の場面をイメー
ジできても積極的に対応できることにはならない。
DVDを保育者目線で鑑賞して自分ならどうするか
を考える際、登場する保育者とは別の方法として学
生が自身の強みを取り入れた内容が考えられるなら
少しは学びになるだろう。だが、そう願う筆者の思
いと学びの深さは正比例しない。また、考えられた
としても現場は甘くない。
　発達過程については「発達心理学Ⅰ」でグループ
に分かれて年齢ごとの発達過程一覧を作成すること
にしている。この科目では該当年齢の項目別発達過
程をグループ発表したりグループ作成の一覧を掲示
してクラスで確認したりする。授業の終盤には筆者
がまとめた各年齢の内容を紙媒体で配布して最終確
認する。
　他の科目では事例に登場する年齢の発達状況と定
型発達とを毎回比較する。しかし、一部の学生は科
目が違えば初めて学んだかのようなコメントとな
り、筆者は自身の教授法について力不足を思い知ら
されるのである。どうすれば学生の記憶に留まる教
示ができるのか、今も課題である。

（２）子どもの観察ポイント
　活字だけの事例ではイメージしづらい学生が多い
ため、DVDを多く活用している。
　鑑賞方法として科目内でも同じものを何度か観
る。それは観察ポイントを変えて視聴するためであ
る。そのことを視聴前に説明し、学生は事前に観察
ポイントをいくつかリストアップしておく。鑑賞ポ
イントが違えば目線がどのように変わるかを記録す
る。
　記録の仕方が分かりづらい学生で文章化が苦手な
場合はシーン内の自分と登場する保育者と何が違い
子どもたちの気持ちを引きつけられたのかをメモす
ることを勧める。また、自分に保育者と同じような
対応ができるかどうかを考えながら鑑賞し自分の苦

手な点に気づけるように助言する。
　学生が考える「観察ポイント：ねらい」は、①保
育者の言葉かけ、②子ども同士のかかわり、③環境
構成や一日の流れ、が中心である。一方、学生の実
習に対する不安な点では「ケンカの仲裁」が最も多
いため、②について年齢ごとに確認できるようにし
ている。観察する場合は個と全体のかかわり、保育
者の言葉かけ、仲裁までの時間やタイミング、さら
に、仲裁時の立ち位置など、保育者の　子どもに対
する心の距離にも注目するようにと伝えている。

（３）子ども理解
　子ども理解に単純接触効果を意識することは大切
である。子どもたちの名前を覚え、積極的に声をか
ける。笑顔で元気よく過ごす先生に子どもたちは
寄ってきてくれる。前述の「２．園の要望」①・②
を実践するだけで子どもを理解したいという思いが
高まるのだろう。授業では要望③の発達過程を理解
するために学生の具体的な観察ポイントとして定型
発達を意識して考えるように教示する。抽象的にな
る学生には子どもの言動に注目するようにと指示
し、個をみて“子どもの今”を知ることを目指す。そ
の流れがルーティーンになれば遊びの計画の幅が広
がり、途中で遊びが変化してもアレンジする方法を
みつけやすい。
　筆者はどの授業も毎回課題の提出を課し、設問ご
とにコメントする。添削のポイントは、子どもの言
動に注目した記録になっているかどうかである。言
動のみを日記のように記録している場合、また、感
想だけの場合は、どの場面で何を観るか、子どもの
表情はどうだったか、保育者の立ち位置はどうか、
など助言し学生の回答を待つ。
　課題内容の各設問の回答に対して一文ごとにコメ
ントすることが大事だと感じる。誤字・脱字だけで
なく表現も指導する。雑なまとめ方の癖がつくと子
どもたちへの接し方も雑になり、子ども理解から遠
のいてしまうと考えるからだ。
　学生が子ども理解を深められるよう詳細に課題を
確認して一つ一つにコメントを返す。一生懸命に回
答する学生の気持ちに応えるべく筆者も力を抜かな
いよう努力する。

４．学生の変化
　園の要望に対して担当科目の教授内容に補足可能
な点はないか再検討し、シラバスにも盛り込んだ

（表１に記載）。授業開講と並行して保育所実習関係
の授業でも保育所実習の評価票（評価項目および評
価の着眼点）項目内容について、学生の意識を授業
第１回と最終回で確認した。次の項目は評価票の内
容である。
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表１　担当科目で取り組む実施回および内容

科目 シラバス回数 シラバス内容 発達過程 ⼦ども理解 ⼦ども観察
ポイント

（１）教育⼼理学 第１回 乳幼児期の学習と教育の必要性 ○ ○ ○

第２回 さまざまな児童観と教育観 ○ ○

第３回 発達段階と発達課題 ○ ○ ○

第４回 乳幼児期から各時期における運動・言語・認知の発達・社会性 ○ ○ ○

第７、８回 やる気を育てる（内発・外発動機付け） ○ ○ ○

第９回 個⼈差の理解 ○ ○

第10回 ⼦どものあり⽅の理解と適応 ○ ○ ○

第11回 ⼈間関係と社会化、遊びの重要性、道徳性と向社会的⾏動の発達 ○ ○ ○

（２）�特 別 支 援 の ⽅ 法・

保育と理解

第２回 インクルーシブ教育と合理的配慮 ○ ○

第６回
特別な支援を必要とする幼児、児童及び生徒に関する個別の指導計画及び ○ ○ ○

教育支援計画を作成する意義と⽅法

第７−14回 特別の支援を必要とする幼児・児童および生徒に対する支援の⽅法と理解 ○ ○

（３）⼦育て支援 第２回 社会状況や家庭における⼈間関係を把握し、保育の特性 ○ ○ ○

第５回 ⼦どもの⾏動特性 ○ ○ ○

第７回 ⼦ども及び保護者の状況・状態を把握 ○ ○ ○

第11回 社会資源の活用と自治体・関係機関や専門職との連携・協働の必要性 ○ ○

第13回 特別な対応を要する家庭への支援 ○ ○

（４）発達⼼理学 第１、２回 保育に活かされる⼼理学の基本的研究知⾒ ○ ○ ○

第３回 乳幼児の発達に関する代表的理論、発達の概念および発達理解の意義 ○ ○ ○

第４回 発達に影響する遺伝や環境の要因、それらの相互作用 ○ ○ ○

第５回 乳幼児期の情動の発達、また、自我・自己の発達過程 ○ ○ ○

第６回 乳幼児期の身体機能と運動機能の発達過程 ○ ○ ○

第７回 乳幼児期の知覚・認知（ピアジェ） ○ ○ ○

第８回 乳幼児期における他者とのかかわり・言語能⼒の発達過程 ○ ○ ○

第９回 ⺟⼦関係の相互作用・ボールビィの理論、愛着 ○ ○ ○

第10回 乳幼児期の発達的特徴の全体像 ○ ○ ○

第11、12回 乳幼児期の発達的特徴の全体像・児童期以降の発達的特徴 ○ ○ ○

第13回 乳幼児の発達と生涯発達の重要性に関する理解 ○ ○ ○

第14回 ⼦どもの発達に対する遊びの意義 ○ ○ ○

（５）⼦ども家庭支援論 第２回 取り巻く社会状況の中で家庭がどのように機能していくべきかを考える ○ ○

第３回 ⼦ども家庭支援の目的と必要性、事例内容の対応法についてグループワーク ○ ○

第４回 保育の専門性を活かした⼦どもへの対応 ○ ○ ○

第６回 保護者が有する⼦育てを自ら実践する⼒の向上 ○ ○

第10回 保育所における⼦育て支援の役割 ○ ○ ○

第12回 児童福祉法（⼦ども権利条約など） ○ ○

第13回 児童虐待、ひとり家庭、障害をもつ⼦ども家庭への支援課題と対応 ○ ○ ○

第14回 保育所における⼦育て支援の役割 ○ ○

（６）�幼児理解および保

育相談

第１回 幼児理解や教育相談の意義 ○ ○

第２回 幼児の発達や学びを捉える原理 ○ ○ ○

第３回 幼児理解に必要な環境作り ○ ○ ○

第４回 幼児理解を深めるための実態・「個」と「集団」の関係が捉える意義や⽅法 ○ ○ ○

第７回 養育者自身の問題に対する事例対応 ○ ○

第８回 幼児や児童および生徒の発達段階や発達課題に応じた教育相談の進め⽅ ○ ○ ○

第９回 障害のある幼児への対応法 ○ ○

第11回 保護者の養育⼒向上に資する支援法 ○ ○

第12回 専門機関との幼児理解の共有 ○ ○ ○

第13回 コミュニケーションの取り⽅について、技法としての知識 ○ ○ ○

（７）保育実習指導Ⅰ・Ⅱ 毎回 実践⼒になるための幼児理解、発達過程の確認、観察ポイントを確認する ○ ○ ○
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（１）子どもへのかかわりと理解
１）子どもの姿を観察し共感的に理解する。
　“子どもを観察するとはどうすることか”について
は各教員が科目に応じた説明を加えているだろう。
筆者も同様に授業で使用するDVDの鑑賞前に観察
ポイントの例を挙げ、学生には観察ポイントを決め
て可能な限り詳細に記録するようにと指示する。し
かし、前述のとおり、記録することに慣れない学生
は子どもの行動のみを書く。例えば、“子どもが同
じ玩具で遊んでいる。○○に多くの子どもたちが集
まって楽しそうに遊んでいる。玩具の取り合いが始
まった。”などである。
　学生が観察記録等に慣れない時期は、筆者の要求
である“子どもの言動には意味があるため、その意
味や原因を探る観察をしてほしい”という課題は難
しいと感じるようだ。学生が頑張って鑑賞している
様子は伝わっているため、記録の仕方が次のステッ
プに進めるように個々へのアプローチは欠かせな
い。どうすれば共感的な対応ができるかに学生の意
識が向くか、それについての助言は筆者のコメント
力にかかっているかもしれない。
　授業で同じDVDを観察する際、２度目に鑑賞す
る前には最初の鑑賞で記録した内容と筆者のコメン
トを参考に異なる観察ポイントを考え直す。考察が
感想になる学生には、どこを具体的に観察すれば改
善されるかを助言しておき、２回目に具体的な観察
ポイントを新たに記入できるようにする。そのうち
ポイントが明確かつ具体的になり、子どもの行動の
理由を考えながら観ようという意識が高まる。子ど
もたち同士のかかわりや個々の行動の意味がみえて
くれば筆者の求めるステップ２は終了である。
　あるDVDは違う科目「幼児理解および保育相談」
で３回目の鑑賞をする。観察ポイントを３度変える
ために科目を変えるのは、教育目標が違うことで観
察ポイントを見つけやすくなるからだ。１年間でよ
うやく学生のほとんどが保育者目線で確認できるよ
うになる。しかし、この時点でも実践に勝るものは
なく学生の実習に対する不安は払拭できない。
２）�子どもの遊びや活動に積極的にかかわり心の発

達や特性について理解を深める。
　筆者の授業は座学であるため、活動の積極性を確
認する実践はできないが、心の発達や特性について
の教授は可能である。
　発達心理学ではグループごとに年齢を決めて発達
過程一覧を作成して各グループ一覧を掲示し共有す
る。紙媒体にまとめる筆者の「ねらい」は、目で見
て内容確認（視覚）、まとめながら手で書く（触覚）、
発表（聴覚、視覚）により３つの感覚によって記憶
定着を促すことだ。学生が３つの視点を意識して効
果的だと感じたならば、遊びの計画に取り入れ子ど
もがどのように行動し心理変化がみられるか具体的

に観察できるであろう。
　「発達心理学Ⅰ」で筆者が作成した０～就学前ま
での発達過程一覧表を学生に紙媒体で配布するの
は、携帯電話が使用できない実習中も活用できるか
らだ。
　ところで、学生に１年生の２月にボランティアの
課題として定型発達と出会った子どもたちの発達の
差異を記録するプリント課題を出しているが、その
内容や実習日誌記録を参考に筆者作成の発達一覧表
は微調整する。それを毎年行う理由は筆者が実習担
当した10年間で子どもの発達に関する詳細な記録が
増えたこと、現場の保育者対応や観察ポイントが変
化していることに気づいたためだ。
　心理系の科目に限らず、筆者の科目のすべてで愛
着、母子関係、幼児理解の内容に触れて何度も復習
している。そして、科目のシラバス内容に応じた
DVDを鑑賞する。それらは観察ポイントに適した
場面ごとに分かれており、保育者がどのような対応
をしているか、どこに目線を向けるのがよいかなど
が確認できる内容になっている。特別な支援が必要
な子どもへの対応場面には保護者のインタビューが
あり、子どもの特性と保護者の思い、さらに保育者
としての接し方を学ぶことができる。記録内容は気
づき・学びを具体的に書くように指示し、この学習
でも学生の記憶定着を高められるようにした。

（２）実習態度
１）�誠実さと責任感をもち保育者の指導・助言を謙

虚に受け止める。
　実習生の態度は、実習終了後の保育所実習日誌や
園の評価内容や最初の数日に行う観察実習で推測で
きる。特に日誌内容は判断材料が多い。園の担当
者からの助言を学生が翌日どのような改善をして
いるか、逆に何度も同じようなコメントを書かれて
ても改善されていないのはなぜか、などは日誌の

「反省・考察」内容で分析可能である。また、先生
の「ねらい」以外に学生自身の「本日のねらい」を
日誌に記載し、それを意識して過ごしているはずだ
が、自分の「ねらい」に対する反省・考察も書かれ
ていなかったり、そもそも「ねらい」を考えていな
かったりする場合は、日誌の考察が簡素になり意味
をなさない。つまり、日誌は20日間の様子を表して
おり、それを分析した筆者の結果と評価票の内容は
概ね合っている。
　次に「指導や助言を謙虚に受け止めているか」に
ついてだが、実習後も大学で指導が必要な例を何件
か報告する。個人情報保護のもと日誌内容から抜粋
する。
①�園の担当者が助言したことが改善されていない場

合、園の先生は実習生に優しく声をかけ具体的に
教えてくださる。しかし、日誌の助言に対する反
省が何も書かれておらず、子どもたちと接した感
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想だけが記録されている、何度助言されても改善
の様子がみられない。

②�園の担当者の「一日のねらい」に加えて実習生自
身の「ねらい」を記載して過ごすようにと授業は
指導しているが「ねらい」は書かれておらず「一
日の流れ」の記録自体に空欄が目立つ。

　実習生の「ねらい」を日誌に記載する理由をいく
つか挙げる。
○�実習生自身のねらいを決めることで一日の観察ポ

イントを明確にできる。
○一日の振り返りを具体的に記録できる。
○�養護と教育の領域をバランスよくできているか確

認できる。
　本学も園も学生に「ねらい」は毎日考えて日誌に
記載するようにと指導する。しかし、「ねらい」を
考えずに翌日を迎える学生が増え、実習日誌はクラ
ス担任の行動をメモするだけの内容が目立った。
　全体を見通すことが難しく特定の子どもと時間を
過ごしクラスの様子が記録できていない、また、自
分の感想ばかり記録し実習生としての気づきや学
び、園の実習担当からの助言や励ましに対する回答
が書かれていないケースがある。その他、個人情報
保護の観点から報告できない改善点や助言は多々あ
る。
　園担当者の大学へのコメントとして、「責任感や
保育者としての心構えに関する助言が実習生に伝わ
らないのは、担当者自身の力量に問題があるからだ
ろうか、毎日の指導に悩む」、また、「常識の枠のず
れが大きく、社会人なら当たり前にできてほしいこ
とから教えなければならないのがしんどい、園とし
てどのように指導すればよいかわからない」など、
この数年は苦情でなく実習生への指導法に関する相
談の連絡が入る。実は筆者も学生指導について園の
担当者と同じような感覚をもっているため、園の相
談に対する受容度は高く、園の先生も筆者に連絡し
やすいようだ。筆者の実習担当10年間で園との連携
が密になり、ご要望・ご意見に対して園と一緒に考
え同じ方向の指導ができるようになった。
　実習終了後の園から返送される封書には、実習生
の将来を思い、情報公開可の評価票には懸念点を記
載せず、具体的な改善点は別紙で同封されることが
ある。それを受け、筆者は園へのお詫びと卒業まで
の学生指導内容を手紙にして返信し、該当学生には
卒業まで指導する。昨今、評価票以外で園の気づき
が書かれた手紙の返送部数が増えている。謙虚さが
強く表れるのは指導者側かもしれない。
２）�誠実さと責任感をもち保育者の指導・助言を謙

虚に受け止め自らの保育に生かせる。
　１）の内容とおりに考えれば、保育に生かせる
ケースが少ないことは明らかであるが、別のケース
も懸念される。保育に自信があると思い込む学生で

ある。日誌の記録はAIに頼り、制作はSNSを参考
にする。それらによって上手に仕上がってしまうた
め、自分の才能を勘違いしてしまうケースである。
　指導案の仕上がりはとてもよいが、園の担当者が
“この場面で子どもはどのような動きをするでしょ
うか、それに対して先生はどのような接し方を考え
られていますか”など質問しても、実習生は具体的
な返答ができない。そのケースでは、部分指導中に
実習生の動きが止まったり「反省・考察」の内容も
深まらなかったりする。担任の助言に対する改善法
や実践のイメージが浮かばないのだ。
　“指導案等の内容が実習生自ら考えた内容ではな
い”と園の先生が察すると、部分指導中の遊びを円
滑に運ぶための方法として、先生は子どもたちに気
づかれないような位置でさりげなくサポートしてく
ださる。子どもたちは満足できる遊びとして無事に
終了するが、その場面の懸念は「子どもたちが楽し
めた遊び（部分指導）ができた、成功した」と実習
生が勘違いする点だ。自分で考えイメージする訓練
が必要である。
　AI等の依存は、失敗したくないという思いにも
関連する。仕上げた内容が自分の才能だと錯覚しな
いためにも、学生には授業内に仕上げて提出するこ
とを課し、紙媒体に自分の見解や考察を書き留める
習慣を身につけさせたい。今後は「頼ってよいのは
担当の先生であってAIではない、せめて子どもた
ちに対して保育者である前に社会人としての誠実さ
と責任感をもって接してほしい」という指導も加え
ねばならない。

（３）意欲・学びの姿勢
１）�自らの課題を発見しながらよりよい保育への意

欲をもち［→意欲を高め］向上に努力する。
　どの学生も“子どもが好き”という思いをもち実習
に臨む。実習指導の際、不安なことは何かと学生に
調査すると、「日誌と指導案をきちんと書けるかど
うか」と応えた学生が多かった。その理由を次に挙
げる。
○「反省・考察」に何を書けばよいかわからない
○�指導案の「保育者等の配慮・援助」の書き方がわ

からない
○�遊びの計画を書いても実践するときの流れはイ

メージしづらい
○�手引き等を参考にすれば指導案は何とか書ける

が、実際できるかどうかわからない
○�反省は書けるが考察はわからない
という回答内容が上位を占めた。
　実習開始は意欲的だが、毎日の書類に苦戦し子ど
もたちへの保育よりも日誌を仕上げる作業に追われ
てしまう。そのうち“今日の日誌をどのように仕上
げるか”に意識が向いたメモをとるようになるため、
園の先生方には学生が“子どもたちへの積極的なか
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かわりや熱心な態度が軽減している”とみえてしま
うことが推測できた。つまり、学びの方向が少しず
れるだけで実習日誌の内容が単調になる。→事務的
に観察し事実を詳細に記録しようとするため、子ど
もの言動の理由や小さな変化を見逃してしまう。→
子どもたちと積極的に関わっていないことが原因で
遊びの計画は定型発達の内容になっていく、そのよ
うな状態が繰り返されるのだ。
　園の担当者は具体的な助言を伝えながら実習生と
一緒に乗り越えようとされるが、実習生は今日を無
事に終えるための方法を模索する。次の３点につい
て実習生なりに努力しているはずだが、保育者とし
て意識をもって考え行動するという段階に達する学
生は少ないといわざるをえない。
①自らの課題を発見できているか
②よりよい保育への意欲をもっているか
③自身の向上に努力しているか
　園の対応は決して厳しくない。年々学生対応では
細かにご指導いただくことが増えた。連携を密にし
て実習中でも筆者と園担当者で明日の取り組みを検
討する園もある。授業時間が足りないと感じるなか
で、これ以上に養成校ができることは何であろう
か。何年経っても最善策はみあたらない。筆者の課
題である。
２）学びの姿勢・言葉遣い
　身だしなみが清潔で、言葉遣いや挨拶などが適切
であるように実習指導科目の始まりから指導を強
化する。改善しづらい学生には実習前に伝え続け
る。ある程度大丈夫であると判断して実習に送り出
す。しかし、ほんの20日間の実習で今年度も注意さ
れた。十数年の人生で身についた所作の改善は難し
い。されど20日間である。

５．園との連携
（１）園の要望と実習指導内容との差異
１）園の要望
　実習生の心構えや日誌および指導案の書き方は園
でも指導するので社会人としてのマナーだけは身に
つけて送ってほしいと要望される園が増えている。
２）実習指導
　園の報告には“当たり前が通用しない”と驚きを隠
せない内容がある。大学側が指導しただけでは改善
は難しいことも周知の事実だ。それでも毎年、園の
要望に対して授業で改善できる方法を模索し、シラ
バス内容から逸脱しない程度に指導内容を一部変更
する。社会人のマナーといっても要望の内容は多様
で、筆者の想像の域を超えてしまう場合もある。
　園の報告内容上位８件を順に挙げる。
①挨拶の仕方、②言葉遣い、③出退勤時の態度、
④休憩時間の過ごし方、⑤メモの取り方、⑥水分補
給のタイミングや飲む姿勢（場所）、⑦食事の仕方、

⑧書類提出時の姿勢
　これほど詳細な注意事項を確認しなければならな
いのかと筆者は戸惑う。①～⑧は単独ではなく何件
か関連した実習中の所作によるものだ。実習生の一
部に目立つのだが、８件すべてを大学で指導するこ
とは難しい。それでも要望がある限り、事前指導で
該当学生には改善指導を続けている。しかし、今年
度も改善できなかった項目について次に検証する。

（２）改善できなかった理由
　改善すべき項目を事前指導したが、今年度も改善
できなかった要因は２点である。
１）教授内容の確認不足
　筆者の授業は講義が多いため、学生にポイントを
伝えるという教授方法が主となる。シャトルカード
には授業での学び、授業プリントには実習までに意
識する点や改善点を書いて提出する。学生から疑問
点・質問があれば筆者が次回までに回答する。個々
に対応するため、学生なりに改善点や気づきが書か
れていることが確認できた。しかし、“教授内容が
きちんと理解できている”というのは活字上の確認
であり、実践力に繋がるものではなかった。その点
は筆者の甘さだと痛感している。
２）学生の自己認知
　個々に何が不足しているかを自己認知しなければ
学生本人の改善に繋がらなかった。実習経験がない
学生は授業内容に対して、客観視してしまう傾向、
または、自分はできるから大丈夫だと脳が処理して
しまう状況だったのかもしれない。筆者自身も“学
生は認識して改善しようとしている”と思い込み、
学生の意識変化を追跡しなかった。そのため、今年
度も実習先にご迷惑をおかけするケースが生じた。

（３）詳細に伝える方法
　学生の意識変化を可視化する方法として、来年度
は授業内容に準拠する項目で調査シートを作成し、
学生と筆者双方が毎回チェックできるようにした
い。シート項目は筆者が求める内容（挨拶、休憩時
間の過ごし方、言葉遣い、所作など）を含め、学生
自身が改善したい項目を加筆する。シート使用開始
から何度チェックされても改善がみられない場合、
担当する専門科目だけでなく実習担当として何度も
指導すると事前に伝えておく。
　この実施結果は、来年度の保育所実習先との連携
に役立つような内容にまとめる予定である。

６．おわりに
　実習園は、せめて社会人のマナーだけは身につけ
て実習に臨んでほしいと要望する。それを受けて筆
者は要望内容を担当科目や保育実習指導で学生に再
三伝えてきた。それでも毎年数名は園の評価票等で
マナー等について不足していると報告を受ける。学
生に応じたアプローチを考えて実践しているが、一
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向に改善されない。当然その原因は筆者にあるのだ
が、彼らの十数年で記憶されたことの一部を筆者一
人で意識改革することは至難の業である。これが現
状であるが、仮に指導の仕方が筆者一人だけ異なる
方法だったとしても、改善してほしい点を何度も伝
え厳しい教員を演じ続けたい。筆者は好かれる教員
になるつもりはない。
　本報告は「養成校の実習指導のあり方を再検討し
実習先との連携における必要条件を模索すること」
を目的とした。必要条件で考えられる内容は可能な
限り詳細に筆者の授業に組み込み実践した。実習先
との連携については園の要望を事前に指導し実習生
への接し方や指導法のアドバイスを園に伝えてき
た。そして、園からの評価票や報告文書を参考にし
て実習指導や授業内容を毎年改善し、学生に伝えて
いる。
　実習指導のあり方を検討するための資料は園から
の評価と学生の実習日誌である。昨年度の評価内容
から再検討した結果、筆者は必要条件だと判断した
内容を授業科目に取り入れた。
　今年度は園から要望や園の実習担当者の困りごと
を具体的に教えていただいたため、来年度は学生に
より分かりやすく伝えられそうである。今後の教授
方法として、従来していた学生の状態を可視化する
というだけでなく調査シートを活用して学生自身が
具体的な改善法をみつけられるようにサポートする
予定である。
　この取り組みの結果は、来年度の園から返却され
る評価票等で確認できるであろう。筆者の実践が園
との連携を深められるものになること期待してい
る。その継続がいかに実習生の役に立つか、彼らの
成長が楽しみである。
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Guidance Content in Nursery School Practicum
─ Collaboration Between Training Schools and Practicum Institutions ─

Ohga Keiko

Abstract
　To enhance collaboration between childcare worker training institutions and practicum sites, 
the Okayama Childcare Internship Committee holds coordination meetings with participating 
facilities, thereby strengthening mutual cooperation. However, in recent years, a slight gap 
seems to have emerged between the enthusiasm of staff members eager to prepare for 
employment in childcare facilities and the efforts of training institutions focused on obtaining 
childcare worker qualifications.
　Therefore, this report aims to reconsider the approach to practicum guidance at childcare 
worker training institutions and to explore the essential conditions necessary for effective 
collaboration with practicum sites.

Key words
　Teachers, Improvement of qualities, College Education, Child understanding, Alignment
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はじめに
　本報告において試訳というかたちで訳出される
エマソン（Emerson Ralph Waldo, 1803-1882）の
SermonⅢは、『エマソン説教集』に収められている
説教である。この訳出が目的とするところは、まず
エマソンの説教―ここではSermonⅢのみ―の全訳
を試訳というかたちで示すこと、次にその説教の解
題を行うことである�１）。
　訳出にあたって底本としたのは、Emerson, R. W., 
The Complete Sermon of Ralph Waldo Emerson, 
Frank, A. J. von et al. eds., 4vols. Columbia: 
University of Missouri Press, 1989-1992.である。

１．SermonⅢの全訳（試訳）�２）�３）�４）

むしろ、言葉にも、行動にも、愛にも、霊にも、 
信仰にも、純潔にも、信者の模範になりなさい。

テモテへの第一の手紙（第４章12節）
　「キリスト教倫理学者（Christian moralist）」が
述べる一般的な戒めは、神によって創造された存在
としての人間に向けられています。私たちが立つそ
の他の関係には一切配慮することなく、私たちが全
能の神に深く依存する罪深い存在であるということ
が、私たちの徳の十分な根拠であると考えられてい
ます。そして、精神が徳において成熟し、精神が長
い間にわたって神を熟考することに慣れていると、

魂が他のあらゆる社会から切り離され、神的精神と
の自由で完全な交わりという状態で天国を見出して
いると考えることは、心地よく、また崇高なことで
もあります。それは確かに最初の動機であり、神が
私たち一人ひとりに、その恵みと幸福の条件として
与えてくださったものであることから、人間の美徳
にとって十分な動機であるべきです。しかし、友
よ、私たちが最も優れた状態にあっても、不完全で
脆い存在です。神との直接的な結びつきや頼みは、
この世の日常的な争いのなかで私たちの徳を支え慰
めるには、あまりにも崇高な動機です。それは高尚
すぎて、私たちには到底届きません。私たちには
もっと身近な何かが必要です。私たちはあまりにも
粗い粘土でできており、霊的世界から働くより繊細
な影響を受けることができません。曇った目では、
つねに神様が私たちの傍らを歩んでおられる姿を見
ることができません。私たちを生命へと導き、今こ
こに留めてくださっている永遠の腕を感じることが
できないのです�１。私たちは目に見え、感じられる
ものの支えを必要とします。感覚の対象に頼らざる
をえないのです。他者の行動に倣わねばなりませ
ん。平たく言えば、私たちは社会的存在として、周
囲の人々の模範に従うことで、善悪を決定するので
す。この社会的源泉から生じる道徳的義務の増大に
ついては、よくご存知のとおり、すでに繰り返し慎
重に論じられており、新たな見解を示す余地はほと
んどありません。しかし、この主題は極めて重大な
意義を持つため、私たちの最も真剣な考察に値する
ものです。私はこの点について深く考察したいと考

報 告
R. W. エマソンのSermonⅢの試訳とその解題

都　田　修　兵

抄　録
　本報告の目的は二つある。まず、アメリカの思想家、哲学者、詩人であるエマソン（Emerson  
Ralph Waldo, 1803-1882）のSermonⅢの全訳を試訳というかたちで示すことである。次に
SermonⅢの解題を行うことである。
　SermonⅢの主題は「模範」である。悪を行うことをやめ善を行うことを学ぶ義務を強調し、
人類の未来に対して影響を与える大きな推進力を与えることを勧めること、そしてそれは決して
孤独に行われるものではなく、神が自分とともにいてくださるなかでのものであることが試訳を
通して理解されるだろう。
　エマソンの著作は日本語訳がすでに数多出版されているが、彼の説教は全訳されていない。そ
のため、本報告は日本におけるエマソン研究を深めていくために重要な示唆を与えるものである
と言える。

キーワード
　R. W. Emerson、SermonⅢ、アメリカ、19世紀、模範
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えております。たとえ古くから知られた真理を繰り
返す危険を冒すことになっても、そのなかに含まれ
る偉大な実践的格言に新たな力を与えたいという謙
虚な願いから、進んで考察する所存です�２。
　私たちの生活において、人間を社会的な存在とし
て特徴づける偉大な側面について、改めてご説明す
る必要はほとんどないでしょう。私たちはあちこち
から、この祝福に満ちた影響に包まれています。私
たちの喜びも悲しみも、知識も財産も、計画も希望
も、行動もまた、すべて社会的なものです。目に見
え、耳に聞こえるものすべてが、人間の社会生活と
関係しています。今朝、私たちが神の宮へ参ったと
き、それぞれが孤独な家から野蛮な孤独をまとって
来たのでしょうか。それは集まることさえ歓迎され
ない隠者の集まりのようでしょうか。そして祈りの
時が過ぎれば、またすぐに、不本意に許したこの信
仰の共感をも断ち切るために、再び離れていくので
しょうか。私たちの唯一の喜びは、家の空いた扉を
閉ざした密やかな瞑想にあるのでしょうか。互いに
共有せず、各自が不機嫌な関心事だけを追うようで
しょうか。私たちは一人でパンを食べ、密かに食卓
を囲まねばならないのでしょうか。神の前で私たち
は喜びます。私たちの生き方はそうではないので
す。この無情な絵図ほど、私たちの本性に反するも
のはありません。私たちは家族とともに暮らしま
す。ともに甘美な語らいを重ね、ともに神の宮に参
りました�３。私たちは己のためだけに生きるのでは
ありません。喜びも悲しみも独り占めはいたしませ
ん。私たちの命は他者と結びついています。私たち
の血は怠惰な静脈を利己的に流れるのではありませ
ん。それは胸のなかで鼓動を刻み、神が家族や友情
によって結びつけた百の他者の心々の栄誉と恥辱
に、真の調和をもって脈打つごとに真に調和して響
き合うのです�４。この大いなる共感、この黄金の輪
はさらに遠くまで及び、兄弟たちを結びつけるだけ
でなく、親族や知人だけを抱擁するものではありま
せん。それは私たちが暮らすこの国全体を巡り、平
和な家から千里も離れた場所で発せられる言葉や行
われる行動によって、私たちの胸を揺さぶります。
あなたの国の繁栄はあなたの繁栄として感じられ、
その名誉はあなたに名誉をもたらします。もし今こ
の瞬間、侵略者の足が我が土の一片を汚すならば、
私が立つこの地（コンコード）に立つ皆様に問うま
でもなく、皆様の血潮が平穏に流れ続けるはずがあ
りません。祖先の墓から声が私に向かって叫ぶで
しょうから。いや、私たちの魂は他者の幸福に思い
を馳せることに喜びを見出します。世界のいかなる
辺境から、いかに遠く野蛮な地からであれ、風がそ
の知らせを運んでくるたびに、私たちのうち何人か
は他者の運命に関心を覚えます。それは一時的に、
私たち自身や隣人に関する身近な関心事から私たち

を引き離すのです。
　神が私たちを創造された結びつきはかくも親密で
あり、その目的は崇高であると同時に明瞭でもあり
ます。最も平凡な知性でさえ、社会の存在が人間の
力と幸福にいかに途方もない付加をもたらすかを理
解できるでしょう。神の創造より低次の存在、すな
わち獣や昆虫の世界において、単独で生きる動物と
社会性を帯びた動物がもたらす効果を比較してみて
ください。ビーバーやミツバチの驚くべき住処と、
鷲や獅子の備えのない岩の巣を比べてみてくださ
い。そしてそこに理性を加え、人間が単独でいる時
の力と、社会のなかで生きる人間の力を比較してみ
てください。孤独のなかでは弱く、社会のなかでは
強いのです。孤独のなかでは心身ともに衰え、心は
愚かな無知に萎え、体はパンの不足で飢え、狼や熊
が恐るべき敵となり、病は看病されず、悲しみは慰
められないのです。社会のなかでは、毎時出会う広
大な精神に適応しようとする努力のなかで心が広が
り、地球の反対側に存在する物事をも支配しうるの
です。かつて彼を脅かした危険は、もはや恐れるに
足りません。なぜなら万人が彼の守護者となるから
です。致命的な苦痛さえも、万人が培う技術によっ
て和らげられるため、それほど悪ではありません。
そして死さえも、友人の同情と奉仕によってその下
降の歩みを支えられるため、それほど恐ろしいもの
ではないのです。どうか、ひと時だけ周囲の世界の
様相をご覧になり、この驚くべき変化をもたらした
ものは何かをお教えください。300年前、あなた方
が住むこの地には、法律や制度、技術によって結ば
れることなく、孤独に生きる人々だけが住んでおり
ました。当時は静寂に包まれた荒野に過ぎなかった
のです。いったい何が、その丘や谷間に町々を点在
させたのでしょうか。何が、その森を伐り倒し、大
陸に道路の網を張り巡らせ、広大な地域を耕し、そ
こに歓喜に満ちた諸国民を住まわせ、法によって彼
らを統制し、技術によって豊かにし、生ける神への
神殿をもって聖別し、数えきれないほどの祝福をも
たらしたのでしょうか。このような変化によって、
今日この日も、彼らすべてから感謝の声が高らかに
天へと昇り、香と混じり合うのです。神の下にあっ
て、これこそが人類の協同の努力、すなわち社会に
おける人々の協力に他なりません。
　これらは、私たちの身体能力を高め、そこから生
まれる幸福を創り出すという点において、私たちの
社会的状況がもたらす偉大かつ明白な利点です。し
かしこの状況には、さらにはるかに重要な別の影響
があり、私は主に皆様の注意をここに喚起したいと
存じます。この世は私たちの故郷ではありません。
私たちは天国に備えるために地上にいるのです。私
たちの社会的関係は、徳と幸福にとって助けとなる
要素に満ちていると同時に、危険もはらんでいま
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す。友人と分かち合うことで喜びは倍増し、同じ共
感によって悲しみは分かち合われ、軽くなり耐えら
れるものとなります。また、愛する人々の徳によっ
てどれほど私たちが徳へと駆り立てられるか、そし
て彼らの称賛への期待がどれほど私たちの道徳的性
格を形づくるかは、信じがたいほどです。神は私た
ちを他者との密接な関係のなかに置かれました。他
者が私たちの道徳性に及ぼす影響は、ほとんど計り
知れないほどです。私たちは徳を、母国語を学ぶよ
うに、他者の口調や行動を模倣することで学びま
す。そして悪徳の模範も、より致命的な容易さで学
んでしまうのです。私たち一人ひとりに義務と希望
を最初に教えたのは、啓示ではありませんでした。
宗教の基礎を教えたのは、書物や賢者でもなく、良
心さえでもなかったのです。不滅の良心が幼い胸に
響き始めるより前に、私たちは母の膝の上で神の名
を口にしたのです。知性の夜明けに、私たちは他者
の表情から人間の情熱の表現を模倣しました。おそ
らくその柔軟な時期に、私たちの形成されつつある
性格は周囲の人々から偏向を受け、それが永遠に保
持されるのです。小さな遊びに夢中になる子供を見
て、周囲のあらゆる動きや音を真似るその小さな模
倣者、親の些細な行動さえも即座に写し取る姿に、
神がその命の導きを託した者たちの肩にどれほど重
い責任がのしかかっているかを、誰が感じずにいら
れましょうか。
　さて、皆様、どうかご注目ください。私たちの社
会状況に関するこれらの見解がすべて指し示す、偉
大な目的について申し上げます。すなわち、皆様
の行動が模範

4 4

として捉えられた際に、それが持つ
計り知れない重要性についてです。あなたの行いは
隠すことができず、証人たちの雲に囲まれている以
上�５、あなたの最も小さな行動や無意味な言葉さえ
も、あなたの模範に影響を受けるすべての人々の研
究と模倣の対象となる目立つ印となるのです。どう
かその模範を、あるべき完璧な手本にしてください
ますようお願い申し上げます。影響力を持たない人
間など一人もいません。もしあなたの人生に欠点が
ないならば、その影響力のすべてが正しい天秤にか
けられるのです。しかし、もしあなたの性格に欠陥
があるならば—多くの戒律を守りながらも一つの戒
律に背くならば—あなたの徳のすべてが、あなたが
屈したその悪徳を正当化するために利用されてしま
うのです�６。同じ過ちに誘惑される者たちは皆、あ
なたの名と功績を誇らしげに引用し、これほど善良
で尊敬される方が先に為されたことを、自分たちも
当然行うのだと主張するでしょう。
　さらに、悪徳の伝染は極めて速く、美徳よりも欠
点を真似る方がはるかに容易であるため、正しい道
をほんのわずかでも外れれば、他者への危険は確実
です�７。もしあなたが事柄を処理する際に一つの目

的を口にしながら、友人の鋭い目があなたの思考に
潜む別の目的を見抜いたならば、その友人はあなた
の欺瞞に対して自らの欺瞞で応じる可能性が極めて
高いでしょう。偽りは偽りを招くものです。
　あなたの人生における一時間一時間、口にする一
言一言が、計り知れないほど重大な意味を持ちま
す。あなたは社会を構成する一員なのです。社会の
宗教的水準が高くなるか低くなるか、他者が悪徳
を助長されるか、あるいはあなたの清らかな姿に恥
じ入ってその悪しき行いを改めるかは、他の誰かと
同じく、あなた次第なのです。人々はあなたを見
守っています。若者はあなたを見上げています。情
熱の絶頂にある青年が、その徳の熱意を冷めさせら
れ、人生の歩み全体に悪しき傾向を与えられてしま
うか、それとも誘惑者を拒み、神の子らと結ばれる
よう励まされるかは、あなたのその瞬間の決意にか
かっているのです。しかしどうか確信してくださ
い。あなた方が及ぼす影響は、いかなるものであ
れ、その道を歩む個人に終息することはありませ
ん。その影響力によって導かれる者たちの帰結につ
いて、あなた方もまた責任を負うことになるので
す。この危険な影響は、来るべき偉大な時代を超え
て、永遠に及んでいくのです。
　いかなる一つの行為の影響をも、あなたが判断す
ることは不可能です。いかなるときにも「私は安全
に罪を犯せる。私の行いは私自身以外に害を及ぼ
す者はいない。私は他者から顧みられず、行為そ
のものも不明瞭である」と断言することは不可能で
す。この件に関して、あなたの判断は賢明とは言え
ません。神の摂理において最も驚くべきことの一つ
は、いかに小さな力が、いかに大きな出来事の連
鎖を動かすか、いかに微小な火種が、いかに巨大な
炎を燃え上がらせるかを目の当たりにすることで
す�８。それは、幼子が無邪気に機関車のピンを弄ん
でいるうちに、知らぬ間に歯車を動かし、その驚異
的な動きに自らも驚き、轟音に耳を翻弄されるよう
なものです。かくして人々は常習的に、その影響が
不滅の持続性と計り知れない規模を持つ行動を始め
るのです。私たちは日々、生みの親となった些細な
事柄とは全く釣り合わないほど偉大な結果が生まれ
るのを目にしております。海を隔てた王や顧問たち
が�９、壮麗な計画の遂行のために結束し、使節団の
行列や称賛の辞が至る所にその名声を広めた後、結
局は煙のように消え去るのです。その同じ瞬間、人
里離れた片隅で、農夫や乞食が塵のなかから指を掲
げたり、あるいは思考の果てしない連鎖のなかで、
ある一念が魂に閃いたりします。その行動や思考こ
そが、数多の時代と民族を共犯者とし、人類の後の
歴史全体を結果とする、親なる衝動なのです。そし
て、この出来事は成功し、あの出来事は無駄に終わ
る、と予見できる者は誰もおりません。土のなかで
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朽ち果てる種と、千倍に増殖する種とを、見分ける
ことはできません。現在の瞬間はあなたの力のなか
にありますが、過去は変えようがありません。悪し
き言葉が、瞬時に忘れ去られる毒となるか、あるい
は途方もなく永遠の災厄をもたらす忌むべき契機と
なるかは、神のみぞ知るのです�10。あなた自身の道
徳的性格は、あなた自身にとって計り知れない重要
性を持ちます。しかし、他者にとっての重要性はさ
らに大きいのです。そして、これが神の意図であっ
たことに、私たちは一瞬たりとも疑いを抱くことは
できません。あなたの模範は、神が他者を教育する
ために用いる偉大な手段の一つであり、私たちの生
活を、神が同胞の教育のために認めてくださるよう
な完璧な模範とすることで、こうして神の救いの業
に協力するよう促されることは、確かに価値ある志
です。では、なぜ善き原理から流れ出たあなたの人
生の一部分が、この効果を欠くのでしょうか。ま
た、時折なされる善行を台無しにするのは誰でしょ
うか。それはあなた自身です。あなた自身なので
す。あなたの善行はその効果を失い、善き模範は無
駄になったのです。なぜなら、それに頼ろうとした
人々は、それが不規則で時折の徳に過ぎず、信頼に
足らぬ性格の気まぐれな発露に過ぎないと見たから
です。
　使徒がテモテに与えた助言に従いましょう。あな
たは信者たちの模範となりなさい。そう、そして不
信者たちの模範ともなりなさい。そうすれば、あな
たの徳の高さが彼らをも強く惹きつけ、十字架の足
元へと導き、神への礼拝へと至らせるでしょう。
　皆様、私はこの主題に、それに見合う以上の重要
性を与えることはできません。なぜなら、それがで
きないと信じているからです。自らの弱さを嘆いて
おります。この主題は、私たちの謙虚な畏敬の念以
上に、真剣な敬意を払うべきものです。もし私たち
が賢明であれば、知識や才能、富を誇りに思うこと
をすぐに忘れ、宗教的見解がより排他的であり、信
仰がより正統であるという理由で隣人より自分を高
く評価するという奇妙な錯覚から逃れられるでしょ
う。人間の意見など、人間の行いと比べれば塵と虚
栄に過ぎません。もし私たちが賢明ならば、言葉や
信条を巡るこの怒りに満ちた論争がいかに哀れなも
のか気づき、宗教と誤って呼ばれる人間の情念によ
る罪深い競争心を、神の天使や大天使たちが分かち
合う高貴で真の競争心、すなわち善行への競争心へ
と変えるべきでしょう。口に厳かな言葉を並べて
も、心に善意を抱いても、それらが行動に実を結ば
なければ無駄です。救うのは祈りではなく実践で
す。善き模範を示す者こそ真の聖人です。バビロン
の王の汚れた誘惑のなかにあっても「火のなかを歩
く神の御子に似た者」�11こそが、真の聖人なのです。
　本題を締めくくる前に、模範の力を示す有力な事

例を挙げてみたく存じます。仮に、神が私に授けて
くださることを願う雄弁さが、この会衆の皆様の精
神を動かし、その想像力―いや、むしろ眠っていた
理解力を目覚めさせ、皆様がもたらしうる驚くべき
効果を認識させることに成功していたならば、と
仮定してみましょう。そしてこの感銘のもと、百
人、五十人、いや十人であっても、怠惰の狡猾な誘
惑、堕落した習慣、公然たる悪徳と秘められた悪徳
から、一度きりで永遠に断ち切ることを厳かに決意
し、善も悪もなさらぬまま一生を虚しく過ごす弛緩
した怠惰を軽蔑し、男らしく、偽りのない、妥協な
き徳への熱意に身を捧げることを決意したとしま
しょう。神が徳のみに授け給う全能の力で、悪の行
い、言葉、欲望から自らを切り離し、天と互いに清
き手を交わし、神と人の前で過ちなき一生を歩むと
すれば�12、ぜひお尋ねいたします、この不変の兄弟
団の決意がもたらす完全な効果として、何が過剰で
あり、何が十分と言えるでしょうか。彼らの前に誠
実にひれ伏せば、偽善者の仮面は剥がれ落ちるで
しょう。詭弁家の唇に浮かんだ嘲笑は消え去るで
しょう―不信心者の論理は、美徳の威厳の前には無
力であることを証明するでしょう。若者の頬には、
この神の名誉と人間の名誉を尊ぶ崇高な主張者たち
の傍らで、世の偉大な事物や偉大な人物がいかに矮
小化されるかを目の当たりにし、妬ましくも熱き血
潮が込み上げるでしょう。彼らは新たな血を注ぎ込
むでしょう。表現をお借りすれば、世界の老いた血
管に新たな血を注ぎ込むのです。これまで富と地上
の栄華の華やかさに付随していた名誉は、宮殿や軍
営を去るでしょう。勝利者の月桂冠はこの真昼の光
の下で萎むでしょう。若き想像力が喜ぶ栄光とロ
マンは、私たちの歴史のなかに開花するでしょう。
人々は美徳の美しさに魅了されるでしょう�13。つい
に、1800年前、神の子が世界に示された尊い模範の
完璧な美しさを認めるでしょう。しかし、その美し
さは当時、世界には値しないものでした�14。それは
人々にゆっくりと清める効果をもたらし、世界の様
相を変革してまいりました。そして今、この末の世
において、神が選ばれた私たち、すなわち真の弟子
たちの上に祝福を注がれることにより、彼らは海が
水を覆うが如く、地を覆うこととなるでしょう�15。
これこそが、これらの殉教者たちが世界に対して果
たすべき崇高な使命であり、その成功であるべきで
す。たとえ彼らが俗世の名声の儚い反響を軽んじた
としても、天の周期のなかで時代が巡りゆく限り、
最も遠い未来においてさえ、その力を損なうことな
どあるでしょうか。あるいは、神がこの崇高にして
尊厳ある、天に届く志に、称賛の時限を設けること
などあるでしょうか。
　さて、兄弟たちよ、最後に、私たちの置かれた状
況に対するこうした見解から明らかに生じる責務に
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おいて、私たち自身の役割を果たしましょう。神が
私たちを互いに驚くべき結びつきと相互依存の関係
に置かれ、それによって力強い目的が達成され、私
たちの力と幸福が計り知れないほど増大し、この社
会的結びつきが私たちの徳と悪徳に避けがたい影響
を及ぼすこと、それゆえ悪を行うことをやめ善を行
うことを学ぶ義務が驚くほど増大していること、未
来の多くが私たちの手に委ねられていること、そし
て宗教的な生活への不断の努力によって、人類の未
来の性格全体に影響を与える大きな推進力を与える
ことができるのです。しかし、もし私たちが愚かに
も、魂と戦うこれらの反逆的な情熱のささやきに屈
し、生きるべき偉大な目的を忘れ、キリストの一生
と死を忘れ、神の臨在と天国の希望を忘れ、すべて
の重みを不義の天秤にかけるならば、私たちの塵が
土のなかで腐敗した後も、私たちの悪しき模範の影
響は絶え間なく働き続け、まだ生まれていない世代
を破滅へと導くでしょう。神よ、そのようなことが
あってはなりません。神よ、どうか私たちが、友
よ、目の前にある道において一瞬たりとも躊躇する
ことがありませんように。私たちは、この世の腐敗
した状態を正す道に身を捧げましょう。この偉大な
事業において、あなた方がどれほど少数で弱くとも
恐れることはありません。力は数に依存するのでは
なく、大義に身を投じる者たちの活力に依存するの
です。恐れることはありません、兄弟たちよ、たと
えあなた方が少数であっても。恐れることはありま
せん、兄弟よ、たとえあなたがたった一人であって
も。あなたは独りではないのです―神があなたとと
もにいてくださるからです。
　主の御霊があなたの上に臨んでおられます。主の
御使いたちが、この愛に満ちた御業においてあなた
を助け支えております16。全うされた義人の霊、す
べての善き者たちの目に見えぬ集い17、すなわちあ
なたの子らが立ち上がり、あなたを祝福し、聖なる
大義を継いで参ります18。そして神があなたを御許
に召される時、天より声が聞こえるでしょう。「良
い忠実な僕よ、よくやった。汝の主人と一緒に喜ん
でくれ」と19。

２．SermonⅢについて
（１）SermonⅢの基礎情報
　このSermonⅢは記録によれば、13回なされたよ
うである。説教がなされた日付と場所は下記のとお
りである［cf. CS, vol.1, p. 70］。

・1827年６月10日　�マサチューセッツ州 コンコード
・1827年７月17日　�マサチューセッツ州 ボストン

第一教会
・1827年９月30日　�マサチューセッツ州 グリーン

フィールド

・1827年10月14日　�マサチューセッツ州 ノーサン
プトン

・1827年11月20日　�マサチューセッツ州 ニューベ
ドフォード

・1827年12月23日　�ニューハンプシャー州 コンコード
・1828年１月13日　�マサチューセッツ州 ブラット

ル ストリート教会
・1828年１月17日　�マサチューセッツ州 ボストン

第一教会（木曜日講義）
・1828年３月２日　�マサチューセッツ州 デダム
・1828年３月９日　�マサチューセッツ州 ウォルサム
・1828年３月16日　�マサチューセッツ州 レキシントン
・1828年３月23日　�マサチューセッツ州 メドフォード
・1828年８月24日　�マサチューセッツ州 ボストン

第二教会

（２）SermonⅢの解題
　SermonⅠ が「 祈 り 」 を 主 題 と し、Sermon Ⅱ
の主題が「幸福」であるとすれば、それに続く
SermonⅢは「模範」が主題であると言える。
　エマソンにとって人間は「不完全で脆い存在」で
ある。そのような人間にとって神との結びつきはあ
るものの、人間の徳を支え慰めるには高尚すぎて届
かないため、人間は社会的存在として、身近な人々
の「模範」に従うことが重要であるとする。しかし
ながら、この「模範」は人間が「不完全で脆い存
在」であるために、「善徳の模倣」もあれば「悪徳
の模倣」も生じることをエマソンは強調する。しか
も悪徳の模倣の方がより容易に学びやすいものであ
ることが示される。

　�私たちは徳を、母国語を学ぶように、他者の口調
や行動を模倣することで学びます。そして悪徳の
模範も、より致命的な容易さで学んでしまうので
す。

　さらに「悪徳の模倣」における「悪徳」の「伝染
は極めて速く、美徳よりも欠点を真似る方がはるか
に容易であるため、正しい道をほんのわずかでも外
れれば、他者への危険は確実」であるとする。たと
えばある目的を示しながら、その目的に別の目的が
見出されるならば、すなわちそこに「欺瞞」がある
ならば、それによって「偽りが偽りを招く」ことに
なるのである。
　ゆえにエマソンは次のように信者たちに訴えるの
である。

　�あなたの最も小さな行動や無意味な言葉さえも、
あなたの模範に影響を受けるすべての人々の研究
と模倣の対象となる目立つ印となるのです。どう
かその模範を、あるべき完璧な手本にしてくださ
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いますようお願い申し上げます。

　人間はどのようなことであって他者の影響を受け
てしまう（模倣してしまう）存在であるがゆえに、
エマソンは私たち自身に「完璧な手本」であること
を求めるのである。
　エマソンにとって「模範」は極めて重要なものと
して示されている。それは彼が宗教の基礎としての

「模範」の役割の重要性を認識していたためである。

　�宗教の基礎を教えたのは、書物や賢者でもなく、
良心さえでもなかったのです。不滅の良心が幼い
胸に響き始めるより前に、私たちは母の膝の上で
神の名を口にしたのです。知性の夜明けに、私た
ちは他者の表情から人間の情熱の表現を模倣しま
した。

　このように考えてみると、人間に与えられている
責任は非常に重いものであるということが導き出さ
れるだろう。それは「この世の腐敗した状態を正す
道に身を捧げ」、どれほどそれを志す者が少数でも
恐れることなく進んでいくことが重要であって、神
が自分たちとともにいてくださるという想いのもと
で果たすことができる責任なのである。
　エマソンがSermonⅢで信者に訴えたことは、一
人の人間が決して一人ではなく、神とともに歩んで
いくことができることを示し、人間という存在その
ものを鼓舞したうえで、一人の人間が果たすべき役
割としての「模範」について深く考えてみてほしい
というものであったと言えるだろう。さらにエマソ
ンが「口に厳かな言葉を並べても、心に善意を抱い
ても、それらが行動に実を結ばなければ無駄です。
救うのは祈りではなく実践です」と述べるとき、彼
が「信念と行動（実践）」に重きをおいていること
は、次代の「プラグマティズム」的志向を予感させ
るものであることは実に興味深い。この点について
は自身のエマソンに関する研究を続けていくなかで
取り組んでいく課題としたい。

おわりに
　本報告ではエマソンのSermonⅢの全訳を試訳と
いうかたちで示し、その解題を行った。
　本報告における訳出は、出来るだけ英語に忠実に
訳すことを心掛けたが、誤訳などの不備な点につい
ては、訳者である私の浅学によるものである。多く
の皆様からのご教示ならびにご叱責を賜れれば幸い
である。

［原注］
１　「ルカによる福音書」第24章15-16節と「申命

記」第33章27節を見よ。

２　『エマソン日記と手記』の第３巻82-83頁「一般
的な忠告には…が含まれます」を見よ。

３　「詩篇」第55章14節。
４　『エマソン日記と手記』の第３巻91頁「目に見

えるものすべて…友情」を見よ。
５　「ヘブル人への手紙」第12章１節。
６　「ヤコブの手紙」第２章10節を参照せよ。
７　「マタイによる福音書」第７章14節を参照せよ。
８　「ヤコブの手紙」第３章５節。
９　「ヨブ記」第３章14節を参照せよ。
10　『エマソン日記と手記』の第２巻323-324頁「そ

れは…災難の一つです」を見よ。
11　「ダニエル書」第３章24-25節。
12　「使徒行伝」第24章16節。
13　『日記と手記』の第３巻81-82頁「結論の前

に……美徳について」を見よ。
14　「ヘブル人への手紙」第11章38節。
15　「イザヤ書」第11章９節と「ハバクク書」第２

章14節を参照せよ。
16　『エマソン日記と手記』の第３巻90-91頁「どう

かお気に病みません……愛は」を見よ。
17　「ヘブル人への手紙」第12章23節。
18　「箴言」第31章28節。
19　「マタイによる福音書」第25章21節。

［註］
１）筆者はすでに『岡山学院大学・岡山短期大学 

紀要 第46号』にSermonⅠ、『岡山学院大学・岡
山短期大学 紀要 第47号』にSermonⅡの試訳を
報告している。

２）訳出にあたって、イタリック体で表記された部
分については、傍点により表記している。また、
底本における［註］については［原注］として表
記した。

３）訳出するものが「説教」であるということを考
慮して、文末を「です・ます調」により統一して
いる。

４）すでに邦訳があるもについては、できるだけそ
の邦訳を参照して訳出にあたった。
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A Preliminary Translation and Commentary on  
R. W. Emerson’s SermonⅢ

Tsuda Shuhei

Abstract
　This report has two objectives. First, to present a preliminary full translation of Sermon Ⅲ 
by the American thinker, philosopher, and poet, Ralph Waldo Emerson（1803-1882）. Second, to 
provide an explanatory commentary on Sermon Ⅲ
　The theme of Sermon Ⅲ is “example”. Through the preliminary translation, it will become 
clear that the sermon emphasizes the duty to cease doing evil and learn to do good, and 
encourages giving a great impetus that will influence the future of humanity. Furthermore, this 
is never done in isolation, but with God being present with oneself.
　While numerous Japanese translations of Emerson’s works have already been published, 
his sermons have not been fully translated. Therefore, this report can be regarded as offering 
valuable insights for deepening the study of Emerson.

Key words
　R. W. Emerson, SermonⅢ, America, 19th century, example
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